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松本市では、平成２５年４月に「松本市子どもの権利に関する条例」を施行し

ました。そして、すべての子どもにやさしいまちづくりを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表紙絵 協力：開智小学校 6 年 S さん、A さん、N さん 

１ どの子もいのちと健康が守られ、本来もっている生きる力を高めなが

ら、社会の一員として成長できるまち 

２ どの子も愛され、大切に育まれ、認められ、家庭や学校、地域などで

安心して生きることができるまち 

３ どの子も松本の豊かな美しい自然と文化のなかで、のびのびと育つま

ち 

４ どの子も地域のつながりのなかで、遊び、学び、活動することができ

るまち 

５ どの子も自由に学び、そのための情報が得られ、支援が受けられ、自

分の考えや意見を表現でき、尊重されるまち 

６ どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるま

ち 

【松本市子どもの権利に関する条例 前文より】 

 



は じ め に 

 

平成２５年７月に子どもの権利擁護委員が置かれ、同時に子どもの権利相談

室「こころの鈴」が開設し７年目を迎えました。ここに、平成３０年度の活動

を報告いたします。 

 各関係機関の皆さまにおかれましては、子どもの権利に対するご理解とご協

力を賜り、誠にありがとうございます。 

 平成３０年度の相談件数は、延べ件数６９５件、実件数１６１件でした。毎

年増加傾向にあり、子どもたちの悩み・苦しみ・苛立ち・切なさ・つらさ等が

相談として寄せられています。その子どもたちにとって、どうすることが最も

良い解決方法かを考え、話を丁寧に聞き、対応が必要な場合は関係機関と調整

活動を行ってきました。 

 相談内容を見ると、とりわけ家族関係の悩み、心身の悩みが増加している状

況となっています。 

 また、平成３０年度は、特別な取組みとして「学校外のスポーツ・文化活動

についてのアンケート調査」を実施しました。小学校４年生から中学校３年生

までの子ども９,２５６人から回答が寄せられました。学校外における子どもた

ちの活動状況を調査することは、今まで行ってこなかったので、とても貴重な

状況を把握することができました。子どもたちの忙しい実態や、指導する監督・

コーチ、指導者等の指導方法によって、子どもたちが「いやな思い」を感じて

いる状況がわかりました。とりわけ緊急に救済を要する事案については、すで

に着手し一定の成果がありました。 

 子どもの権利として、安心して主体的に自分らしく生き、社会に参加する権

利を大切にしながら、社会全体で理解し子どもの権利侵害のない社会を目指し

ていくことが重要だと考えます。 

 今後も、子どもの権利相談室「こころの鈴」は、その子どもにとって何が求

められ、何が最善の利益かを考え、既存の価値観にとらわれず柔軟に対応する

ことを心がけ、子ども一人ひとりに寄り添っていきたいと思います。 

松本市子どもの権利擁護委員 

北 川 和 彦 

平 林 優 子 

石曽根 正 勇 
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Ⅰ 子どもの権利擁護委員からメッセージ 

 

『故 大槻武治先生の詩にふれて』 

 

子どもの権利擁護委員  北川 和彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この詩は長野県下の小中学校に勤務後、箕輪町教育長を歴任された故大槻武治先生の作品です。松本

市中間教室の案内のチラシに赤羽郁夫教育長が引用されていました。赤羽先生の了解を得て転載させて

いただきました。 

元の詩は、伊那市立伊那小学校「学ぶ力を育てる」（１９８２年明治図書）や大槻武治「伊那の勘太郎」

（２０１４年信州教育出版社）に掲載されています。 

前者は伊那市立伊那小学校での総合学習の教育実践の報告であり、後者はこの実践を小説化したもの

です。 

１９８２年といえば国連子どもの権利に関する条約が成立する７年も前であり、信州教育がこのよう

な子ども観で行われ、教育実践が全国の研究の対象とされていたことに大変な驚きを覚えました。 

この子ども観は松本市子どもの権利条例や国連子どもの権利条約が目指しているものと同じです。 

私は、長野県の未来を担う子どもの支援に関する条例（平成２６年６月成立）の制定の際に、その検

討委員会に参加しましたが、この子ども観を県議会の議員さんに理解していただく困難を味わいました。

いわく、子どもに権利を認めることはわがままを助長し家庭や学校を破壊する、子どもの権利条約は開

発途上国向けのものであって日本には必要がない、権利擁護のための第三者機関は学校運営に支障をき

たすなどの意見が出ました。条例自体は子ども支援条例として結実し、子ども支援センターと子ども支

援委員会が設置され活発に活動されていますが、産みの苦しみを味わいました。 

この子ども観は、いじめ、体罰、虐待その他、子どもに関わる全ての問題解決の基準であり、国際標

準です。 

「未完の姿で完結している」 

ああでなければならない、こうでなければならない 

いろいろに思いめぐらしながら子どもを見るとき 

子どもは実に不完全なものであり 

鍛えて一人前にしなければならないもののようである 

いろいろなとらわれを棄て、柔らかな心で子どもをよく見るとき 

そのしぐさのひとつひとつがじつにおもしろく 

はじける生命のあかしとして目に映ってくる 

「生きたい、生きたい」と言い 

「伸びたい、伸びたい」と全身で言いながら 

子どもは今そこに未完の姿で完結している 
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こころの鈴で行う権利擁護委員が参加する月２回のケース検討会議では、調整が必要かどうか、必要

な場合、誰にどうつなげばその子にとって最も良い解決かを検討していますが、個々のケースは様々で、

制度発足７年目の今日でも、毎回皆で頭をひねることばかりです。 

しかしこの検討なくして解決はありません。 

こころの鈴は、学校との信頼関係も築きつつあり、県議会の議員さんが心配された懸念はないばかり

か、逆に学校からも相談を受けるようになってきました。 

「学ぶ力を育てる」の書評を見ると伊那小学校の実践には総合学習に力点が置かれすぎる批判もある

ようですが、基礎学力の充実に際してもこの子ども観は重要です。 

この度、私ども権利擁護委員が試みた学校外のスポーツ・文化活動のアンケートでは、多くは活動を

楽しんでいたものの、３６４人はいやな思いを訴えており、その内容を見る限り指導者による不適切な

指導に原因があることが明らかとなっています。 

また、こころの鈴への教員による不適切な指導に関する相談は、今年度も相当数がありました。 

この詩は、子どもは鍛えて一人前にしなければならない存在でなく、そのような理解を棄てて柔らか

な心で子どもを見ていくこと、指導者が教え込むやり方でなく、子どもの生きる力を信じ、これを支援

する方法によるべきことを指摘しています。 

指導者の皆さんには、この詩をこころにとめて指導のあり方を再考していただきたいと思います。 

今年度も調査相談員の皆さんの頑張りで前年以上の活動ができました。 

「子どもの権利に関するアンケート調査結果 報告書」＊では、こころの鈴の認知度も６４．８％とな

りました。 

これからもより活動を活発にし、広報に努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 「子どもの権利に関するアンケート調査結果 報告書」は、 

松本市公式ホームページでご覧いただけます。 

 

 

  

【ホームページＱＲコード】 
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『話ができること』 

 

子どもの権利擁護委員  平林 優子 

1)他者と話せることと成長 

 2018 年度の「こころの鈴」の相談は、思春期から青年期にかかろうとする年代の相談調整が多いこ

とが印象的でした。時間経過によりその相談内容は、その性質を変化させていきました。複数回を利

用する相談者があることで、2018 年度の相談延べ回数はかなりの数になります。子どもの権利相談の

実績について、相談の延べ件数ではなく、実件数で比較評価するという見方もありますが、1件の中で

目的が異なる相談を受けていることもまた「こころの鈴」の大きな実績と考えています。相談者が「こ

ころの鈴」で話せることが成長につながる意味があるからです。 

 自分を表出する相手を、親から他者へ移行させていくことは思春期の成長にとって、大事なプロセ

スだといえます。幼児期から親を心理的に内在化させて安定していく子どもは、学童期になりその安

心感を心に置いて、他者との関係づくりに挑戦していきます。親や学校の先生が決めているからそう

するのではなく、「自分」がどう考えるのか、自分が他者の中でどうあるのかを次第に考えるようにな

ります。そして思春期には、親は自分の心の安全基地という位置づけから、自分の存在感の根底であ

りながらも、なにもかもを委ねる位置から外しにかかります。親からの心理的分離に葛藤し、もがく

この時期は、親も子も少なからず苦しい時を過ごします。親という守りを外に出し、そこにこれから

自分が決め、守り、大切にするものを置いていく作業が必要なのです。その過程においては、親にす

べてを委ねたり、親のせいにせず、「他者」と自分との関係を、自己を開示しながら築くこと、自分の

ことを話し、理解を得て、力を得ながら、自我を強めていく思春期の成長があります。その「他者」

は多くは友人であり、学校の教師や、同じ活動をしている仲間や先輩、指導者ということになるので

しょう。しかしそこがなかなかうまくいかないこともあるのです。「こころの鈴」の相談は、そのよう

な「他者」としての一部を担い、自我を確立していく思春期から青年期への成長の一過程に寄り添っ

ているのだと、様々な相談事例を通じてしみじみ思いました。自分自身の殻の中から、自分と親との

関係から少し出て、しかし一人放り出されることなく、「他者」に自己を開示していく中で、やがて一

人で歩くその先を見つけ始めるプロセスにつながる「他者」である「こころの鈴」の存在を見つけま

した。 

 「こころの鈴」の相談は、内容や目的にもよりますが、単なる Q＆Aでは終わらないことも多いと思

います。すぐに何も生まれなくても、「話す」ことで、自分の中のもつれた感情や考えを、時には時間

をかけて一旦外に出してみること、相談員と一緒に耐えながら次の一歩がなにかを考えながら進もう

とすることは、時には、解決手段をすぐに提案できるよりも、ずっと強い力となるかもしれません。

紆余曲折といえる時間のその中で、自分を見出し、自分の考えをみつけ、その先の自分を考えていく

力を育んでいるように思います。「こころの鈴」の相談の長期にわたる相談の過程には、このような形

で子どもの表明する権利の擁護につながる支援があると考えています。 
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2)「子どもの声に耳を傾ける」指導者に 

2018 年度の権利擁護委員としての大きな仕事として、「学校外の活動における子どもの権利侵害に

関する調査」があがります。関連する複数の相談に対応する中で、擁護委員と相談員でなにかしなけ

ればと考えていたことです。関係各所から承認を得て、市内のすべての公立の小中学校のご協力をい

ただき、小学校 4年生から中学３年生を対象に行った調査です。報告書を是非お読みいただき、子ど

もたちの気持ちを知っていただければと思います。 

この調査結果によると、多くの子どもは学校外の活動を楽しみ、有意義な時間を過ごしていること

がわかりました。しかし、過去１年間で学校外の活動の指導者の言動で「いやな思い」を経験した子

どもは、学校外の活動をしている 6,846 名中、小学生 6.3％、中学生 4.0％の合計 364 名でした。全

体からの割合は低いものの、権利擁護委員・相談員は、これが一過性でない、昇華されない理不尽さ

や納得のいかなさを感じたものと考えて分析してきました。その中で、１番は「冷やかしやからかい、

おどし文句、いやなことを言われる」ですが、２番目に多い「いやな思い」は「自分の話を聞いてく

れない」というものでした。特に中学生はこの回答が多くあげられました。また、147 人の子どもは

選択肢には表しきれない「いやな思い」の内容について記述しました。暴力、暴言、性的対応、差別、

嫌がらせなどが様々な内容で記載されました。これらの思いに大人は、指導者は耳を傾ける必要があ

ります。 

これらの「いやな思い」の経験について、最も多い対処は「親や大人に相談する」で、次いで「友

達に話す」でした。しかし「誰にも話せなかった」「がまんした」が小学生で 32％、中学生で 24％い

ました。残念なことに「こころの鈴に相談する」や「学校の先生に相談する」は子どもたちの対処の

中にはほとんど入っていませんでした。 

指導者の方からは、「ちゃんと子どもに言わせている、聞いている」「こちらから聞いても何も言わ

ない」「子どもは自分勝手なことを言っている」と考えられる内容もあるのかもしれません。しかし、

聞いてほしいことを聞けているか、子どもの声が届いたということが示されているのか、という見方

が必要かと思います。子どもたちの言葉の中には、“自分が悪いことは分かっているから言われても

仕方がない”とか、“「いやなこと」を言われたというだけで書いたのではないない”といった意味の

内容も挙げられていました。子どもはやみくもに、理不尽であると思っているわけではないのです。 

一定の成果を上げることが目的のひとつでもある、学校外の活動においても、「自分の意見を表明

すること」、「納得できる説明を受ける」ことは、子どもたちが主体的に考え、健全に成長していく上

での権利です。相談したり、話をする中で解决を見出していく経験も、社会の中で成長していくため

に必要です。また、自分が話し、相談できる中で、子ども自身が自分の言葉や行動に責任をもとうと

することも生まれます。子どもたちの成長のために、私たちは子どもに向かい合う姿勢を見直し、ま

た自由に相談できる体制をさらに作っていく必要があると考えます。 

今後もこの結果をもとに、学校外の活動を主催する団体の指導者の方に子どもの声が届くように活

動していく予定です。 
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『私たち大人のあり方が大事～子どもと双方向の関係に』 

 

子どもの権利擁護委員  石曽根 正勇 

 

平成 30 年度に、松本市立小・中学校の児童生徒を対象に「学校外のスポーツ・文化活動について」の

アンケート調査を実施しました。（詳細については、「学校外のスポーツ・文化活動についてのアンケー

ト調査 結果報告書」をご覧ください） 

この調査で、学校外の活動をしている小中学生の割合を見て、ふと「サンマが危ない」の話を思い出

しました。 

「サンマが危ない」― 30 年以上も前の講演会で聴いた話です。 

「サンマ」とは魚のことではなく、三つの間「時間・仲間・空間」のことで、それが子どもたちから

なくなってきているという話です。放課後に塾に行ったり家でゲームをしたりすることが増えてきて、

年齢の異なる近所の子どもたちと外で遊ぶ「時間」が少なくなってきているということ。その結果、遊

ぶ「仲間」が減ってきているということ。さらには、子どもたちが遊んでも怒られないような「空間」（空

き地、遊び場）がどんどんなくなってきているということでした。したがって、友だち同士の遊びのな

かで自然と身についてきた社会性が、以前のように身につかなくなってきている・・・・という話だっ

たと思います。そのときは大して危機感もなく聴いていましたが、今は、少子化も加わってこの状況が

どんどん加速化されてきています。 

アンケート調査に回答した小学生の 80.8％、中学生の約 66.9％が、学校外のスポーツ・文化活動をし

ており、そのうち、小学生の半数以上、中学生の 3 割程度が 2 種類以上の活動をしています。種類の最

も多い小学生は 6 種類、中学生は 4 種類でした。多くの子どもたちが、学校外の活動をしていることが

わかります。 

そのなかには、得意なスポーツや音楽などをもっと上手になりたいと思っている子ども、みんなと楽

しみたいと思っている子ども、あまり気が進まないが大人に勧められて活動している子ども・・・・・

など、さまざまな理由で活動している子どもがいることが考えられます。 

小学生の 10 人のうち約 8 人が学校外の活動に参加し、そうした場で過ごす時間も増えてきています。

その子どもたちの性格や実力もさまざまで、参加している理由もさまざまです。 

従って、子どもの技術や技能を伸ばす場としてはもちろんですが、それだけでなく子どもを育てる重

要な場のひとつとして考えていく必要があります。指導者の考えだけで活動を進めていくと、一方通行

の「やらせる活動」やスパルタ指導になってしまう可能性があり、性格も実力も異なる子どもたちにと

ってはついていけない場合が出てきます。指導者と子どもたちが目指すイメージを共有しそのためにど

うしたらよいかを一緒に考え、見通しをもって活動できるような双方向の関係にしていくことが大事と

なってきます。 
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アンケート調査では、学校外の活動をしている子どもたちのうち、小学生 87.2％、中学生 73.0％が活

動を楽しんでいると回答しており、大変喜ばしいことだと思います。反面、指導者の言動で「この一年

間にいやな思いをしたことがある」という子どもは、小学生 6.3％、中学生 4.0％いました。その内容で 

一番多いものが「冷やかしやからかい、おどし文句、いやなことを言われる」でした。さらに自由記述

には、「不公平な対応」「いやな呼び方、いやなことを言われる」「強い言い方で非難される」「罵声を浴

びせられる」「怖くて思い切ってプレーできない」などたくさんのことが書かれてありました。 

「怒る 指導許しません」・・・・・・平成 31 年 4 月 19 日付け信濃毎日新聞（夕刊）に、このような

見出しの記事が載っていました。益子直美さん（元バレーボール日本女子代表）が、自身の名前を冠し

た小学生の大会を 2015 年より福岡県宗像市で始めたそうです。「監督が選手を怒ってはいけない」とい

うのが特別ルールで、指導者が怒ると、選手が益子さんに知らせに行き、益子さんが注意する。中には

自ら口をテープでふさぐ指導者もいるとのこと。参加者からは、「声のかけ方を注意するようになった」

「楽しくプレーするきっかけになった」との意見が寄せられているそうです。 

このルールを定めた理由は益子さん自身の経験にあるとのことで、競技を始めた中学校では「怒られ

過ぎて自信を持てなかった。『はい』と『いいえ』しか監督には言ったことがない。感情を封印すること

だけを覚えた」高校でも厳しい指導は続いた。ところが社会人になると「自主性が尊重され、試合を楽

しんでやりなさいと言われる。楽しむってどうやってやればいいの？」と戸惑いを覚えたということで

す。 

日本バスケットボール協会（ＪＢＡ）は、4 月から指導者による試合中の暴力や暴言をテクニカルファ

ウルとして厳しく取り締まる方針を打ち出したとのことです。（テクニカルファウルは 2 回で退場となる

重い処分）― 信濃毎日新聞（夕刊）より抜粋 

この益子直美さんの体験と今回のアンケート調査と重なるところがたくさんあります。私たちの世代

は、益子さんの体験のように「厳しく」されることが当たり前のように育ってきました。そして、子ど

もたちにも無意識のうちにそのように指導してしまっていることが多いのではないでしょうか。 

指導者は、「怒る」のではなくどうしたら子どもにうまく伝わるのかを考え、子どもにとって「やらさ

れる」活動から「見通しをもって自らも評価しながらやる」活動へと変えていくことが必要です。子ど

もたちは、こうした経験を積み重ねていくことで、伸び伸び思い切って活動できるようになります。 

学校はもちろんのこと、学校外での活動をはじめ社会全体でこのような活動を進め支えていくことで、

主体的に成長していく子どもが育っていくのだと思います。大事なのは、私たち大人のあり方ではない

でしょうか。 
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Ⅱ 松本市子どもの権利擁護制度について 

１ 設立の経緯 

 松本市では、平成２１年から子どもの権利に関する条例の制定について検討を重ね、平成２５

年４月に「松本市子どもの権利に関する条例」（以下「条例」という。）を施行しました。 

 条例の目的は、子どもの健やかな育ちを支援し、子どもの権利を実現していくために、市やお

となの役割を明らかにするとともに、子どもにかかわるすべてのおとなが連携し、協働して、す

べての子どもにやさしいまちづくりを進めることです（条例第１条）。 

 松本市に在住、在学、活動するすべての子どもたちは、差別や虐待、いじめやその他の権利侵

害を受けたとき、又は受けそうな状況に置かれたとき、その子ども自身が必要としている相談や

救済を受けることができると約束されており、子どもの権利侵害に対して、速やかで効果的な救

済に取り組み、回復を支援するために、松本市子どもの権利擁護委員（以下「擁護委員」という。）

を設置しました（条例第１５条、第１６条）。 

 そして、子どもの権利の擁護に必要な支援を行うため、子どもの権利相談室「こころの鈴」を

設置し（条例施行規則第１２条）、多くの子どもたちや保護者、子どもに関係する方々などの相

談を受け付けています。 

擁護委員と子どもの権利相談室「こころの鈴」は、両輪となって子どもの権利を擁護するとと

もに、権利を侵害された子どもを速やかに救済し、子どもの最善の利益を保証するために活動を

しています。 

 

 平成２５年４月      松本市子どもの権利に関する条例 施行 

 平成２５年７月１７日  松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」開設。相談を開始 

 

２ 松本市子どもの権利擁護委員について 

（１） 職務（条例第１７条） 

 子どもの権利侵害に関する相談に応じ、その子どもの救済や回復のために、助言や支援を

行います。 

 子どもの権利の侵害にかかわる救済の申立てを受け、又は必要があるときには自らの判断

で、子どもの救済や回復にむけて調査、調整、勧告・是正要請、意見表明を行います。 

 勧告・是正要請や意見表明を受けてとられた措置の報告を求めます。 

（２） 公表（条例第１８条） 

擁護委員は、必要と認めるときは、勧告・是正要請、意見表明、措置の報告を公表すること

ができます。 

（３） 尊重（条例第１９条） 

市の機関は、擁護委員の独立性を尊重し、その活動を積極的に支援します。 

（４） 勧告などの尊重（条例第２０条） 

勧告・是正要請や意見表明を受けたものは、これを尊重し、必要な措置をとるよう努めます。 
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３ 運営体制 

区分 詳 細 

開設日 平成２５年７月１７日 

場 所 〒390-0874 松本市大手３丁目８番１３号 松本市役所大手事務所２階 

組織体制 

 子どもの権利擁護委員 ３名 

子どもの権利に関し、理解や優れた見識がある人のなかから、市長が委嘱し

ます。任期は２年ですが再任は妨げるものではありません。 

 室長（調査相談員兼務） １名 

地方公務員法に規定する非常勤特別職 

子どもの権利侵害に関わる相談や救済をより実効的に行うため、専門知識を

有し、相談室の管理、運営、広報事業等を行います。 

 調査相談員 ３名 

地方公務員法に規定する非常勤特別職 

擁護委員の職務を補佐するため置かれ、相談や申立ての受付業務を行いま

す。 

相談・救済の 

基本姿勢 

 子ども本人又は子どもにかかわる関係者から相談を受け付け、助言（情報提

供、他機関紹介等）、支援（問題解決）、関係者間の調整を行います。 

 子どもの権利侵害に関する相談以外も、心身のことや交友関係等、子どもが

抱える悩みを広く受け付けます。 

 大人からの相談であっても、子ども本人の意思を確認することを大切にし、

子どもにとっての最善の解決を目指します。 

 子どもの権利侵害について、文書や口頭により相談や救済の申立てを受け付

けます。 

 申立てがない場合でも、子どもの権利擁護委員の判断で、救済と権利の回復

のために必要があると認めるときは、事実の調査、関係者間の調整を行いま

す。 

対象者 
松本市内に在住し、又は在学し、又は活動をしている１８歳未満の子ども 

１８歳、１９歳の人でも、通学・通所等している場合は対象になります。 

相談者 
子ども本人や、子どもにかかわる関係者（保護者、親族、教職員、施設職員、地

域の方等）から受け付けます。 

相談時間 
 月曜日～木曜日・土曜日  午後１時～６時 

 金曜日          午後１時～８時 

相談方法 

 面  接  松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」で相談 

      相談者の希望により、地域や学校等で面接相談をします。 

 電  話  ０１２０－２００－１９５（フリーダイヤル） 

 ＦＡＸ   ０２６３－３４－３１８３ 

 メール   kodomo-s@city.matsumoto.lg.jp 
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４ 相談・救済の流れ 
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Ⅲ 相談状況・調整活動について 

 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までに、松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」

に寄せられた相談は次のとおりです。 

１ 年間相談件数 

平成３０年度の相談受付は延べ件数＊１６９５件、実件数＊２１６１件でした（表１･図１）。 

平成３０年度は前年度に比べて、延べ件数が３００件増え、実件数が２６件増えました。 

延べ件数の大幅な増加は、特定の相談者による相談回数増加が要因となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１：平成２６～３０年度 年度別相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：平成２６～３０年度 年度別相談件数 

 

 

 

 

＊１ 延べ件数…相談を受けた総数です。たとえば、１案件で４回の相談を受けた場合は延べ４件と数えます。 

＊２ 実件数…１案件についての初回から終結までの相談を１件とします。継続する案件でも、新年度には新たに数え

直します。 

新規 昨年度継続 計

平成26年度 130 75 1 76

平成27年度 368 136 4 140

平成28年度 375 146 9 155

平成29年度 395 113 22 135

平成30年度 695 143 18 161平成30年4月1日～平成31年3月31日

年度

平成27年4月1日～平成28年3月31日

平成28年4月1日～平成29年3月31日

平成29年4月1日～平成30年3月31日

期間

相談件数

延件数
実件数

平成26年4月1日～平成27年3月31日
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２ 月別相談件数 

平成３０年度の月別相談延べ件数は５月が７５件、７月が７７件、９月が８２件と多く、ま

た４月が２５件と少なくなっています（図２）。 

これは、相談室周知用カードやこころの鈴通信の配布時期に影響されていることが考えられ

ます。 

また例年、相談件数は１学期５～６月頃と２学期９～１０月頃がピークで、３学期は減少す

る傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：平成２９年度・３０年度 月別相談件数（延べ件数・実件数） 
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３ 相談者 

(1) 延べ相談者 

平成３０年度の相談延件数（６９５件）に対しての延べ相談者数＊３は７３８人で、平成２

９年度に比べ２８２人増えています（表２・図３）。 

平成２９年度、平成３０年度の比較では、小学生が１２名増え、中学生が７名減り、高校生

は１６５名増えています。また、大人では母親が８８名増え、その他（その他家族や学校関係

者など）が３７名増え、父親が１７名減少しました。 

 

 

 

 

 

表２：平成２９年度・３０年度 延べ相談者(人数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：平成２９年度・３０年度 延べ相談者（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３ 相談者数… 実際に相談をした人数です。相談延べ件数との違いは、たとえば、１件の相談に複数で相談するなどが

あるためです。子どもは小学生・中学生・高校生に分類しています。 

年度比較 小学生 中学生 高校生 父親 母親 祖父母 その他 不明 計

平成29年度 57 44 55 34 233 12 15 6 456

平成30年度 69 37 220 17 321 15 52 7 738
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(2) 初回相談者 

平成３０年度の相談実件数（１６１件）に対しての初回相談者数＊４は１７４人で、平成２

９年度に比べ２８人増えています（表３・図４）。 

平成２９年度、平成３０年度の比較では、小学生が１６名増え、中学生が２名減り、高校生

２名減っています。また、大人では母親が７名増え、その他（その他家族や学校関係者など）

が１１名増えています。 

 

 

 

 

 

表３：平成２９年度・３０年度 初回相談者(人数)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：平成２９年度・３０年度 初回相談者（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊４ 初回相談者数… 初めて相談をした人数です。相談実件数との違いは、たとえば、１件の相談に複数で相談するなど

があるためです。子どもは小学生・中学生・高校生に分類しています。 

年度比較 小学生 中学生 高校生 父親 母親 祖父母 その他 不明 計

平成29年度 20 16 19 8 59 9 9 6 146

平成30年度 36 14 17 6 66 9 20 6 174
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４ 相談対象 

(1) 延べ相談対象者 

平成３０年度の相談延べ件数に対する相談対象者＊５は、高校生が３５０名（５０％）で一

番多く、続いて中学生１５３名（２２％）、小学生１４２名（２０％）となっています（表４・

図５）。未就学児は８名(１％)と少なく、昨年度に引き続き、小さなお子さんを持つ保護者へ

の周知が課題となっています。 

平成２９年度と平成３０年度を比較すると、平成３０年度は小学生が３５名減り、中学生が 

５３名増え、高校生が２４４名増えています。 

 

 

 

 

 

 

表４：平成２９年度・平成３０年度 延べ相談対象者（人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：平成２９年度・平成３０年度 延べ相談対象者（％） 

 

 

 

 

 

 

 

＊５ 相談対象 … 相談対象者を未就学児・小学生・中学生・高校生に分類しています。子どもは概ね本人が相談対象で

す。 

未就学児 小学生 中学生 高校生 大人 不明 計

平成29年度 5 177 100 106 6 8 402

平成30年度 8 142 153 350 37 11 701
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(2) 初回相談対象者 

平成３０年度の相談実件数に対する初回相談対象者＊６は、小学生が７３名（４５％）で一

番多く、続いて中学生３８名（２３％）、高校生２９名（１８％）となっています（表５・図

６）。未就学児は５名(３％)と少なくなっています。 

平成２９年度と平成３０年度を比較すると、平成３０年度は小学生が２３名増え、中学生が 

５名減っており、高校生が同数となっています。 

 

 

 

 

 

 

表５：平成２９年度・平成３０年度 初回相談対象者（人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：平成２９年度・平成３０年度 初回相談対象者（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊６ 初回相談対象 … 初回相談対象者を未就学児・小学生・中学生・高校生に分類しています。子どもは概ね本人が相

談対象です。 

未就学児 小学生 中学生 高校生 大人 不明 計

平成29年度 4 50 43 29 5 8 139

平成30年度 5 73 38 29 9 9 163
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５ 相談内容 

(1) 延べ相談内容 

平成３０年度の相談延べ件数に対しての相談内容は、家族関係の悩みが１４９件（２１％）

で一番多く、続いて学習・進路が１２３件（１８％）、心身の悩み１１８件（１７％）です（図

７）。 

年度比較をすると、平成２９年度は教職員の指導・対応１１８件（３０％）が平成３０年度

は３６件（５％）と減っているのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの相談内容は、学習・進路が７６件で最も多くなっています（図８）。続いて心身の

悩み５９件、家族関係の悩み５５件です。 

大人の相談内容は、家族関係の悩みが９４件で最も多くなっています。心身の悩みが５９件、

不登校が５２件です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：平成２９年度・平成３０年度 延べ相談内容 

図８：相談内容（大人・子ども） 
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(2) 初回相談内容 

相談実件数に対しての初回相談内容は、子どもは交友関係が２３件で一番多く、続いてその

他が１１件、心身の悩み１０件となっています（図９）。 

大人は不登校が１５件で一番多く、続いて心身の悩み１４件、教職員の指導・対応が１３件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 相談内容詳細 

平成３０年度から、特定の相談内容につきましては、より詳しい分類をしています。 

 

ア いじめ（大人 n=7 人／子ども n=2 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 不登校（大人 n=52 人／子ども n=6 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９：初回相談内容（大人・子ども） 

図１０：相談内容 いじめ 詳細（大人・子ども） 

図１１：相談内容 不登校 詳細（大人・子ども） 
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ウ 教職員の指導・対応（大人 n=29 人／子ども n=7 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 学校の対応（大人 n=5 人／子ども n=0 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ その他機関の対応（大人 n=0 人／子ども n=9 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ その他（大人 n=41 人／子ども n=46 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２：相談内容 教職員の指導・対応 詳細（大人・子ども） 

図１３：相談内容 学校の対応 詳細（大人・子ども） 

図１４：相談内容 その他機関の対応 詳細（大人・子ども） 

図１５：相談内容 その他 詳細（大人・子ども） 



20 
 

６ 相談回数 

平成３０年度は継続して相談する回数が平均４.３回で、平成２９年度の平均２.９回から大幅

に増えています。 

相談実件数１６１件に対して、子ども４２件(６５％)、大人５２件(５８％)、不明５件、計９

９件は傾聴助言等により１回の相談で終了しています（表６・図１６）。 

調整等が必要な場合や、子どもからの聞き取りが必要な場合は、相談回数が増加する傾向とな

っています。 

相談回数の最高は、子ども：高校生２００回以上、大人：母親５０回以上となっていて、複雑

な課題があることから長期的な相談となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回以上 合計

小学生 27 4 1 0 1 1 0 1 0 1 36

中学生 8 1 1 0 0 1 0 2 0 0 13

高校生 7 3 2 1 0 0 1 0 1 1 16

父親 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 6

母親 31 9 5 3 1 2 0 0 0 4 55

祖父母 7 2 0 1 0 0 0 0 0 0 10

その他 11 4 0 2 0 1 0 0 0 1 19

5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

99 25 10 8 2 5 1 3 1 7 161

不明

子ども

大人

合計

表６：相談実件数における継続数 

図１６：相談実件数における継続数 
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７ 相談方法 

(1) 延べ相談方法 

平成３０年度の延べ相談件数における相談方法は、電話３１７件（４６％）、面接２１４件

（３１％）、メール１６４件（２４％）です（図１７）。その他ＦＡＸ等での相談は０件でした。 

平成２９年度と平成３０年度を比較すると、電話、面接、メールは増加していますが、特に

面接が１２９件と大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７：延べ相談件数における相談方法（％） 

 

(2) 初回相談方法 

平成３０年度の実相談件数における初回相談方法は、電話１２９件（８０％）、面接１６件

（１０％）、メール１６件（１０％）です（図１８）。 

毎年、初回相談は電話が多く、それ以降、面接等での相談になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 延べ相談件数における相談方法（％） 

 

図１８：実相談件数における初回相談方法（％） 
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８ 時間帯別、曜日別 

(1) 時間帯別 

午後１時台(13:00～)が９２件（１３％）、午

後５時台(17：00～)が８８件（１３％）で、こ

こが相談の多い時間帯となっています（図１２）。

午後６時台（18:00～）は２７件(４％)、午後７

時台（19:00～）は１８件（３％）と少なくなっ

ており、金曜日に、この時間帯が利用できるこ

とを周知することが必要と考えられます。 

また、その他（開設時間外）が２２２件（３

２％）で、その内、午前中が１６６件（２３％）

となっています。 

 

 

(2) 子ども時間帯別 

 子どもの延べ相談３２１件における時間帯は、

午後１時台(13：00～)が６５件(２０％)と多く、

続いて午後５時台(17：00～)が４７件(１５％)

となっています(図１３)。 

 また、その他（開設時間外）が９４件（２

９％）で、午前中が８３件（２６％）となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

(3) 曜日別相談状況 

相談曜日は金曜日が１６５件（２４％）

で一番多く、続いて火曜日１１９件(１

７％)となっています(図１４)。 

土曜日が７１件（１０％）と一番少なく

なっており、土曜日開設を、広く周知する

ことが必要になっています。 

また、日曜日が 2 件（０％）で、メール

による相談となっています。 

 

 

 図２１: 相談延べ件数における曜日別 

図２０：相談延べ件数における相談時間帯（子ども） 

 

図１９：相談延べ件数における相談時間帯 
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９ 調整について 

相談の延長として擁護委員の指示のもと、調査相談員を中心に各機関との連携や調整をします。 

この活動は、大人からの相談であっても、子どもの意思を確認することから始まります。その

後、子どもに関わる方々や各機関に、事実確認をしたり、専門性を生かした対応のお願いをした

り、問題解決のため協力し合えるよう関係の修復などを行っています。 

 

(1) ３０年度の連携・調整状況 

平成３０年度は１８案件について延べ７９回実施しました（表７）。 

平成２９年度は１８案件について延べ９６回で、昨年度に比べ調整回数が減りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件数 小学校 中学校 高等学校
市教育

委員会

市行政

機関

県行政

機関

その他

機関

子ども

保護者
合計

1 いじめ 1 1 1

2 不登校 2 4 11 6 21

3 心身の悩み 2 1 1 7 9

4 交友関係 2 2 2 6 10

5 教職員の指導・対応 2 1 1 3 5

6 学校の対応 1 1 1 2

7 家族関係の悩み 4 4 6 3 1 4 18

8 子育ての悩み 1 3 3

9 虐待 3 10 10

10 その他 0 0

18 4 10 6 19 29 1 10 0 79

相談内容

合計

表７: 相談内容別 連携・調整先と回数 



24 
 

以下は（表８）、相談から連携・調整になった１８件から抜粋した５件です。個人や調整先が

特定できないように一部内容を変更して記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 相談対象 相談内容 相談概要 考察

1 小学生 交友関係

　放課後児童クラブを訪問した際、相談したいとのこと。
　同級生が迷惑な行為をするが、卒業に向けて皆が協力し
あうクラスになりたいとのことだった。その後同じクラスの子
どもたち3名も参加し、児童クラブで面接を重ねた。
　各機関に状況調査を行い、擁護委員と共に学校を訪問し、
今後の対応について話し合った。
　子どもたちからは、クラスが変化したとの感想があった。
　最後に児童クラブの発表会に招待され、子どもたちの発表
を見学し、感謝の思いを伝えられた。

　相談室や学校側が子ども
たちの思いを真摯に受け止
めて対応したことが、わずか
ではあったがクラスの状況
に変化が見られることにつ
ながったように思われる。
　大人が子どもの声に真摯
に向き合うことの大切さを改
めて感じた。

2 中学生
いじめ
不登校

　母と本人が来室し面接相談。
　学校でいじめがあり、周りの大人からの理解が得られず、
家を出て親戚の家に行ってしまった。母の望みは校内の相
談室登校であったが、本人は学校ではなく中間教室へ行く
ことを望んだ。
　後日、中間教室に相談後、毎日中間教室へ元気に通い始
めた。

　母と子の気持ちのギャップ
を調整することができ、子ど
も自身がどう問題を解決す
るかを見守り支援することが
できた。

3 中学生
不登校
いじめ

　学校からの紹介で、母からの電話相談。
　子どもは交友関係のもつれがきっかけとなって不登校に
なった。母は不登校のきっかけが解決すれば再び登校でき
るとの思いが強く、学校の対応に不満がある様子であった。
　学校訪問し担任と面談。情報共有をし、担任と本人の関係
が良好であることを確認した。
　学校指導課と連携して家庭訪問をし、本人と面談をした。
中間教室を紹介し、また、中間教室の先生が相談窓口にな
るよう調整をした。
　担任の家庭訪問が継続していることと、母と子との関係が
改善していることを確認した。学校側の支援は継続してい
る。

　母の不安が大きく、不登
校のきっかけを解決すれ
ば、登校できるとの思いか
ら離れることができなかっ
た。
　子の思いを聴くことはでき
たが、母の不安の軽減が難
しかった。

4 中学生
家族関係の

悩み

　学校の担任の先生からの紹介で、本人が来室。
　父との二人暮らしで、父子関係がぎくしゃくしてしまい、父と
の生活が大変であるとのこと。
　父と電話連絡をとり、話をする。子との関係についての戸
惑い等、傾聴助言をする。
　その後、担任の先生とも連絡をとり、本人の親子関係に改
善がみられたことが確認できた。

　相談の中で、本人の努力
を認めたことや、父の困り感
を聞いたことで、父子に心の
余裕を生み、関係性が変化
した。

5 高校生

家族関係の
悩み

学習・進路
心身の悩み

　学校の先生からの紹介。
　当初は学校の空き教室からの電話相談で、その後は来室
しての面接相談。
　家族関係に悩み、両親と別居生活を送っていたが、家に
戻りたいとのこと。両親との面談を重ね、本人も納得をして
自宅に戻ることができた。
　授業に出席ができない、試験を受けることができない等、
卒業が危ぶまれたが、家庭や学校、病院とも連携をして、本
人を励ますことで卒業が可能となった。

　ほぼ1年間関わり続けた
案件。
　本年度、こうした事例が１
件であったので、対応可能
であったが、事例が増える
と対応が困難である
　相談室の対応態勢の検討
が必要。

表８: 調整概要 
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参考資料：平成 28 年度、29 年度、30 年度 相談実績（延件数・実件数） 

 

 

 

■
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

実件数 12 13 21 13 11 20 12 18 7 14 7 7 155
延件数 19 22 40 26 21 54 34 40 25 33 37 24 375

実件数 22 13 14 6 7 22 10 14 4 3 16 4 135
延件数 38 23 31 25 24 57 42 38 26 29 35 27 395

実件数 17 27 15 4 13 18 12 6 14 17 6 12 161
延件数 25 75 54 77 69 82 70 51 51 49 42 50 695

■
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

小学生 0 3 12 1 1 5 3 5 8 5 1 1 45
中学生 6 2 7 4 4 6 5 7 4 9 11 5 70
高校生 2 1 8 3 1 3 1 8 0 0 6 1 34
大人 12 17 17 18 18 51 29 23 18 20 22 20 265
不明 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2

計 20 23 44 26 25 65 38 44 30 34 40 27 416

小学生 1 2 1 3 6 11 5 8 7 8 3 2 57
中学生 3 3 6 4 4 7 3 2 3 3 2 4 44
高校生 4 3 4 0 0 6 7 4 4 11 8 4 55
大人 28 14 21 20 19 38 35 30 21 15 29 24 294
不明 2 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 6

計 38 23 32 27 29 63 50 45 35 37 43 34 456

小学生 1 7 4 3 2 11 4 4 9 9 10 5 69
中学生 0 9 2 4 2 10 2 1 2 0 1 4 37
高校生 2 27 14 19 14 27 20 21 20 15 21 20 220
大人 24 35 38 55 52 41 49 28 21 25 14 23 405
不明 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 7

計 27 79 58 81 70 89 75 54 52 50 49 54 738

■
年度 延相談件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

電話 15 17 28 25 16 43 29 25 17 23 21 14 273
電子メール 4 1 7 0 0 2 0 10 3 7 10 3 47
面談 0 4 5 1 5 9 5 5 5 3 6 7 55

計 19 22 40 26 21 54 34 40 25 33 37 24 375

電話 29 15 27 19 21 45 29 24 18 19 23 15 284
電子メール 5 6 1 1 0 5 1 1 0 0 4 2 26
面談 4 2 3 5 3 7 12 13 8 10 8 10 85

計 38 23 31 25 24 57 42 38 26 29 35 27 395

電話 16 38 34 48 42 29 21 14 18 22 11 24 317
電子メール 2 27 11 14 12 23 22 14 10 9 16 4 164
面談 7 10 9 15 15 30 27 23 23 18 15 22 214

計 25 75 54 77 69 82 70 51 51 49 42 50 695

子どもの権利相談室「こころの鈴」相談実績（延件数） 
平成28年度、29年度、30年度

H30

(平成31年3月31日　現在)

H30

H28

相談件数

H28

H29

相談者数

相談方法

H30

H29

H29

H28

※相談件数と相談者数の差は、１つの相談に親子で訪れるなどがあるためです。
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■
年度 延相談件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

いじめ 0 1 0 7 3 3 2 4 7 0 1 1 29
不登校 5 3 10 1 5 18 11 12 2 8 7 6 88
心身の悩み 0 0 2 6 0 2 2 0 1 0 1 0 14
交友関係 0 4 10 4 3 7 6 9 6 8 6 1 64
教職員の対応 1 8 2 0 1 12 5 1 4 10 5 1 50
学校の対応 2 0 3 0 0 2 0 0 0 0 3 0 10
家族関係の悩み 7 2 6 1 4 1 4 6 5 3 6 3 48
子育て 0 0 2 2 1 1 1 1 0 0 1 1 10
虐待 1 1 0 1 1 1 0 2 0 0 0 2 9
その他 3 3 5 4 3 7 3 5 0 4 7 9 53

計 19 22 40 26 21 54 34 40 25 33 37 24 375

いじめ 0 1 0 0 0 4 2 2 0 0 1 5 15
不登校 8 3 5 0 1 4 4 6 2 1 3 0 37
心身の悩み 8 1 4 2 7 7 2 2 2 4 5 5 49
交友関係 2 2 9 8 5 9 1 5 9 6 3 3 62
教職員の対応 0 1 4 12 8 21 20 18 11 11 9 3 118
学校の対応 1 3 1 0 0 1 0 1 0 0 2 2 11
家族関係の悩み 4 4 6 1 1 4 2 0 0 0 6 6 34
子育て 0 0 0 1 0 1 6 3 2 0 1 1 15
虐待 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3
その他 15 8 1 1 0 6 5 1 0 7 5 2 51

計 38 23 31 25 24 57 42 38 26 29 35 27 395

いじめ 0 0 0 0 0 2 0 3 0 3 1 0 9
不登校 0 2 7 22 8 2 5 1 3 2 1 5 58
心身の悩み 6 14 3 7 10 11 23 3 10 21 7 3 118
交友関係 1 7 1 3 5 14 0 5 4 7 9 7 63
教職員の対応 2 3 2 1 1 7 7 2 4 1 0 6 36
学校の対応 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
家族関係の悩み 6 26 29 34 22 18 5 0 2 2 2 3 149
子育て 2 3 6 0 3 2 1 2 2 0 0 1 22
虐待 0 5 0 2 1 0 0 0 1 1 0 0 10
その他 5 15 4 8 19 26 29 35 25 12 22 25 225

計 25 75 54 77 69 82 70 51 51 49 42 50 695

H30

H28

相談内容

H29
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■ 相談件数
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

実件数 12 13 21 13 11 20 12 18 7 14 7 7 155
延件数 19 22 40 26 21 54 34 40 25 33 37 24 375

実件数 22 13 14 6 7 22 10 14 4 3 16 4 135
延件数 38 23 31 25 24 57 42 38 26 29 35 27 395

実件数 17 27 15 4 13 18 12 6 14 17 6 12 161
延件数 25 75 54 77 69 82 70 51 51 49 42 50 695

■ 相談者
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

小学生 0 3 11 1 0 1 1 2 3 4 0 0 26
中学生 2 2 5 2 1 1 2 7 2 4 2 2 32
高校生 2 1 2 2 1 1 0 1 0 0 1 0 11
大人 8 7 5 8 8 18 9 9 3 6 4 6 91
不明 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2

計 12 13 23 13 11 21 12 20 8 14 7 8 162

小学生 1 2 1 1 3 5 2 4 0 1 0 0 20
中学生 3 2 1 0 0 4 0 1 2 0 1 2 16
高校生 3 1 2 0 0 4 4 0 0 0 5 0 19
大人 13 7 10 5 4 9 7 10 3 2 10 5 85
不明 2 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 6

計 22 13 14 6 7 23 13 16 5 3 17 7 146

小学生 1 7 3 1 1 6 2 2 6 5 2 0 36
中学生 0 3 2 1 0 2 2 0 2 0 0 3 15
高校生 1 8 1 0 3 1 0 0 0 2 0 2 18
大人 17 8 10 3 9 12 10 5 6 10 3 6 99
不明 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 6

計 19 27 16 5 13 21 14 7 14 18 7 13 174

■ 相談方法
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

電話 11 9 19 13 9 17 12 15 6 11 4 5 131
電子メール 1 1 1 0 0 1 0 1 0 3 1 0 9
面談 0 3 1 0 2 2 0 2 1 0 2 2 15

計 12 13 21 13 11 20 12 18 7 14 7 7 155

電話 17 9 12 5 7 18 5 8 4 3 12 2 102
電子メール 4 3 0 1 0 3 0 1 0 0 2 0 14
面談 1 1 2 0 0 1 5 5 0 0 2 2 19

計 22 13 14 6 7 22 10 14 4 3 16 4 135

電話 12 23 13 4 10 13 11 5 12 14 3 9 129
電子メール 1 3 1 0 3 1 0 1 1 1 2 2 16
面談 4 1 1 0 0 4 1 0 1 2 1 1 16

計 17 27 15 4 13 18 12 6 14 17 6 12 161

子どもの権利相談室「こころの鈴」相談実績（実件数） 

(平成31年3月31日　現在)

H28

H28

H28

H29

H29

H29

H30

H30

H30

平成28年度、29年度、30年度
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■ 相談内容
年度 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

いじめ 0 1 0 1 1 1 1 2 0 0 0 1 8
不登校 2 1 2 0 1 5 1 1 0 2 3 2 20
心身の悩み 0 0 2 3 0 2 1 0 1 0 0 0 9
交友関係 0 4 8 4 3 1 3 5 3 4 0 1 36
教職員の対応 1 2 2 0 0 3 2 1 2 3 1 0 17
学校の対応 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4
家族関係の悩み 4 2 1 1 2 0 3 3 1 1 2 1 21
子育て 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 5
虐待 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 5
その他 2 2 4 2 2 5 1 5 0 4 1 2 30

計 12 13 21 13 11 20 12 18 7 14 7 7 155

いじめ 0 1 0 0 0 2 0 2 0 0 1 0 6
不登校 5 2 2 0 0 2 0 4 1 0 2 0 18
心身の悩み 4 1 1 0 2 3 1 0 0 0 3 1 16
交友関係 1 2 5 1 2 5 1 3 2 2 1 0 25
教職員の対応 0 1 1 2 1 4 1 3 1 1 1 0 16
学校の対応 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4
家族関係の悩み 3 1 3 1 1 2 1 0 0 0 3 2 17
子育て 0 0 0 1 0 1 3 1 0 0 1 0 7
虐待 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
その他 8 4 1 1 0 3 3 1 0 0 3 0 24

計 22 13 14 6 7 22 10 14 4 3 16 4 135

いじめ 0 0 0 0 0 2 0 3 0 2 0 0 7
不登校 0 1 4 1 3 1 2 0 1 1 0 3 17
心身の悩み 5 5 0 1 2 0 2 0 1 5 1 1 23
交友関係 1 6 1 1 4 3 0 3 3 4 2 1 29
教職員の対応 2 1 0 1 0 4 3 0 3 1 0 1 16
学校の対応 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
家族関係の悩み 3 0 2 0 2 5 2 0 0 2 0 3 19
子育て 1 1 4 0 1 1 0 0 2 0 0 1 11
虐待 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3
その他 4 12 4 0 1 2 3 0 3 1 3 2 35

計 17 27 15 4 13 18 12 6 14 17 6 12 161

H30

H28

H29
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Ⅳ 申立て・自己発意について 

１ 申立て・自己発意の活動 

子どもの権利擁護委員は、子どもの権利の侵害にかかわる救済の申立てを受け、又は必要があ

るときには自らの判断で、子どもの救済や回復にむけて調査、調整、勧告・是正要請、意見表明

を行います（条例第 17条第 2号）。 

事実の調査は、施行規則（施行規則第 8条、9 条、10 条、11条）に定められた方法により行い、

調査の結果、必要があると認めるときは、子どもの権利の回復にむけて調整をします（条例 17

条第 2号、施行規則第 10 条第 2項）。 

その結果、必要があるときは、制度改善や是正措置について、勧告、是正要請、意見表明を行

うことができます（条例 17 条第 2号）。 

また、勧告、是正要請、意見表明を受けてとられた措置の報告を求めることもでき（条例 17

条第 3号）、勧告、是正要請、意見表明、措置の報告を公表することもできます（条例第 18 条）。 

 

２ 申立て・自己発意の状況 

(1) 申立て 

平成３０年度の救済申立てはありませんでした。 

(2) 自己発意 

一昨年度から、子どもたちの学校外の活動に関しての相談が多くあり、子どもの権利の侵害

にかかわる救済を認め、調査することを決定しました。 

ア 調査活動：学校外のスポーツ・文化活動について 

(ア) 趣旨 

子どもたちを対象に、アンケート方式の全数調査としました。 

(イ) 対象者 

松本市立または組合立に通う小学校４年生から中学校３年生の、小学生６,３９４人、中

学生６,３１９人、計１２,７１３人を対象にしました。 

(ウ) 調査期間 

平成３０年１２月３日から１２月２１日 

(エ) 主な質問 

学校外で活動をしているか、その活動は楽しいか、その活動でいやな思いはあるのか、

それはどの様なことなのか、それは今も続いているのか等（設問１２）。 

イ 調査結果 

(ア) 回答数・回答率 

小学生４,７３３人（７４.０％）、中学生４,５２３人（７１.６％）から回答を得まし

た。 

(イ) 学校外の活動への参加 

活動に参加している小中学生は７４.０％（小学生は８０.８％、中学生は６６.９％）で

す。 
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(ウ) いやな思いをした 

学校外の活動で「この一年間にいやな思いをしたことがある」と答えている子どもは、

小学生２４２人（６.３％）、中学生１２２人（４.０％）でした。 

ウ 個別救済 

調査結果から、緊急に救済を要する事案については、子どもの権利侵害の回復のために、指

導者に対して申し入れをし、回復されたことを確認しました。 

エ 今後について 

子どもの権利擁護委員は、この調査結果の、学校外の活動を主催する団体への周知方法や、

報告書の有効活用について検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「学校外のスポーツ・文化活動についてのアンケート調査結果報告書」は、

松本市公式ホームページでご覧いただけます。 

    

 

 

 

表９: 自己発意の状況 

№ 案件番号 案件名 月　　日 対応

平成27年8月31日 発意

調査

　聞き取り調査

　各団体への照会

　団体との意見交換

平成29年3月27日 意見表明

平成30年6月7日 発意

調査

　小学4年生から中学3年生のアンケート

平成31年4月 個別救済

報告書作成

　関係機関への配布

　松本市公式ホームページ掲載

令和元年8月
※学校外の活動を主催する各団体へ
　 周知する方法を検討中

1 27-0001
スポーツ競技会主催
団体の運営について

平成27年9月～
平成28年7月

2 30-0001 学校外の活動について

平成30年12月3日～
12月21日

令和元年7月

【ホームページＱＲコード】 
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Ⅴ 広報・啓発活動 

相談室では、子ども自身が相談できる場所として、相談室の存在を広く知らせています。また、

子どもに関係する大人にも、相談室の存在をお知らせし、子どもの権利への理解と、相談室との連

携をお願いしています。 

 

１ 子どもへの広報・啓発 

（１） 周知用カード、ポスター、こころの鈴通信配布 

平成３０年度は、カード及び通信（３３頁～４２頁）を子どもたちに配布しました。 

また今年度は未就学児の保護者に向けてリーフレットと、学校や公共機関にポスターを配布

しました（表１０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１０：カード、ポスター、通信の配布状況 

配布時期 配布物 対象者・配布数

平成３０年 ●「こころの鈴」子ども用携帯カード 市内小学校・中学校・高校・特別支援学校

５月 全児童・生徒・担任の先生 約31,500枚

●子ども用携帯カード配布のお願い 市内小学校・中学校・高校・特別支援学校

　担任宛：約1,300枚、養護教諭宛：約70枚

●学校貼付用ポスター ポスター：68枚

●設置用携帯カード、ポスター 公共機関(地域づくりセンター、図書館等)

　カード約5,000枚、ポスター100枚

６月 ●未就学児保護者向けリーフレット 幼稚園、保育園、認定こども園

●園貼付用ポスター 　保護者向けリーフレット 約8,000枚

　ポスター68枚

８月 第１０号　こころの鈴通信 市内小学校・中学校・高校・特別支援学校

 小学生版／中高校生版 　全児童・生徒・担任の先生　約31,300枚

第１１号　こころの鈴通信 市内小学校・中学校

 小学生版／中高校生版 　全児童・生徒・担任の先生　約21,200枚

第１２号　こころの鈴通信 市内小学校・中学校

小学生版／中学生版 　全児童・生徒・担任の先生　約21,200枚

平成３１年 第１３号　こころの鈴通信 市内高校

１月 中高校生版 　生徒・担任の先生 約9,100枚

１１月

１２月
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（２） 児童館・児童センター訪問 

放課後、児童センターや放課後児童クラブへ通う小学生の子どもたちに、子どもの権利に関

する条例と相談室を周知する出前講座をおこないました（表１１）。 

小学生の子どもたちから相談につながることもありました。 

 

№ 場所 １回目 ２回目 

１ 高宮児童センター １１月２２日  

２ 並柳児童センター １１月２９日  

３ 田川児童センター １２月１１日 １月８日 

４ 波田放課後児童クラブ １月１１日 １月２５日 

 

 

（３） 校内放送 

昨年度に引き続き、１１月の人権月間（週間）及び松本子どもの権利の日（１１月２０日）

に合わせ、市内小中学校全校で、松本市子どもの権利に関する条例と相談室を周知するため

に、校内放送とこころの鈴通信第１１号の配布を実施しました。 

放送日程は、各学校の状況に合わせ、３回に分けて、お昼等の時間に行いました。また、原

稿は放送委員等の子どもたちが読んで放送しました。 

 

２ 市民（大人）への広報・啓発活動 

 各種研修会へ講師を派遣し、子どもの権利に関する条例と相談室への理解、相談室との連携を

お願いしました（表１２）。 

また、市のホームページ及び広報誌等を活用した広報も行いました。 

  

表１２：市民への広報・啓発活動 

表１１：児童館・児童センター訪問先、訪問日 

実施年月日 内容 派遣者

4月28日
長野県弁護士会　子どもの日記念シンポジウム
「～子どもの相談・救済のための公的第三者機関を作ろう～」

北川
擁護委員

5月21日

松本市民生委員・児童委員協議会
第1回　児童福祉部会研修会
演題「子ども一人ひとりが大切な存在
　　　　～子どもの権利相談室「こころの鈴」の相談・救済の取り組みから

塚原室長

9月11日

松本市ＰＴＡ連合会　第4回子どもの心のとからだ委員会 オープン委員会
　講演会　テーマ：子どもの権利とは
　　　　　　　　　　　 子どもの権利相談室「こころの鈴」の取り組みから
　　　　　　           子ども、保護者の相談から
　グループ討議　テーマ：子どもの最善の利益とは

石曽根
擁護委員

塚原室長

11月30日
長野県教職員組合松塩筑地区支部　教育懇談会
「松本市子どもの権利条例と相談・救済活動について」

北川
擁護委員

1月19日
第5回子育てネットワークづくり事業研修会
演題「子ども一人ひとりが大切な存在
　　　　～子どもの権利相談室「こころの鈴」の相談・救済の取り組みから

大蔦
相談員
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 子どもの権利相談室「こころの鈴」携帯カード  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの権利相談室「こころの鈴」ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 裏 

【参考資料】 
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 子どもの権利相談室「こころの鈴」携帯カード配布にあたっての依頼文 

○ 担任の先生宛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 養護の先生、相談担当の先生宛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担
任

の
先

生
方

へ
 

 

「
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 こ

こ
ろ

の
鈴

」
周

知
用

カ
ー

ド
 

配
布

の
お

願
い

 

 

 
日

頃
は

、
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
「

こ
こ

ろ
の

鈴
」

の
活

動
に

対
し

ま
し

て
、

ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
ま

し
て

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
新

年
度

を
迎

え
、

小
・

中
学

校
、

高
校

、
特

別
支

援
学

校
の

児
童

・
生

徒
の

皆
さ

ま
に

、

相
談

室
周

知
用

カ
ー

ド
を

配
布

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

 
相

談
室

周
知

用
カ

ー
ド

を
配

布
す

る
に

あ
た

り
、

先
生

方
か

ら
子

ど
も

た
ち

へ
、

以
下

の

こ
と

を
お

話
し

い
た

だ
き

、
お

渡
し

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

松
本

市
は

、
「

す
べ

て
の

子
ど

も
に

や
さ

し
い

ま
ち

」
を

め
ざ

し
て

い
る

こ
と

。
 


 

ど
の

子
も

愛
さ

れ
、

大
切

に
育

ま
れ

、
認

め
ら

れ
、

家
庭

や
学

校
、

地
域

な
ど

で
安

心

し
て

生
き

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 


 

松
本

市
に

在
住

、
ま

た
は

通
学

し
て

い
る

子
ど

も
た

ち
に

は
、

子
ど

も
の

た
め

の
相

談

窓
口

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
が

あ
り

、
つ

ら
い

時
や

苦
し

い
時

は
利

用
が

で
き

る
こ

と
。

 

  
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
と

こ
こ

ろ
の

鈴
は

、
子

ど
も

の
権

利
条

例
の

核
と

な
る

「
子

ど

も
に

と
っ

て
の

最
善

の
利

益
」

を
、

共
に

考
え

、
実

現
し

て
い

く
信

頼
し

合
え

る
パ

ー
ト

ナ

ー
と

し
て

、
先

生
方

と
連

携
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
子

ど
も

た
ち

の
成

長
の

た
め

に
、

子
ど

も
た

ち
の

心
に

届
き

、
心

に
残

る
よ

う
な

配
布

に

ご
協

力
く

だ
さ

い
。

 

 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

北
川

 
和

彦
 

平
林

 
優

子
 

石
曽

根
正

勇
 

  

 

【
発

行
】

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
 

〒
3

9
0

-
0

8
7

4
 

松
本

市
大

手
3

-
8

-
1

2
 

大
手

事
務

所
2

階
 

電
話

 
0

2
6

3
-
3

6
-
2

5
0

5
（

直
通

）
 

  

養
護

の
先

生
、

相
談

担
当

の
先

生
方

 
へ

 

  

「
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 こ

こ
ろ

の
鈴

」
に

つ
い

て
 

 

 
日

頃
は

、
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
「

こ
こ

ろ
の

鈴
」

の
活

動
に

対
し

ま
し

て
、

ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
ま

し
て

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
新

年
度

を
迎

え
、

小
・

中
学

校
、

高
校

、
特

別
支

援
学

校
の

児
童

・
生

徒
の

皆
さ

ま
に

、

担
任

の
先

生
を

通
し

て
相

談
室

周
知

用
カ

ー
ド

を
配

布
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

 
相

談
室

周
知

用
カ

ー
ド

を
配

布
す

る
に

あ
た

り
、

担
任

の
先

生
方

か
ら

子
ど

も
た

ち
へ

、

以
下

の
こ

と
を

お
話

し
い

た
だ

き
、

お
渡

し
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

し
た

。
 

 
 

松
本

市
は

、
「

す
べ

て
の

子
ど

も
に

や
さ

し
い

ま
ち

」
を

め
ざ

し
て

い
る

こ
と

。
 


 

ど
の

子
も

愛
さ

れ
、

大
切

に
育

ま
れ

、
認

め
ら

れ
、

家
庭

や
学

校
、

地
域

な
ど

で
安

心

し
て

生
き

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 


 

松
本

市
に

在
住

、
ま

た
は

通
学

し
て

い
る

子
ど

も
た

ち
に

は
、

子
ど

も
の

た
め

の
相

談

窓
口

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
が

あ
り

、
つ

ら
い

時
や

苦
し

い
時

は
利

用
が

で
き

る
こ

と
。

 

  
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
と

こ
こ

ろ
の

鈴
は

、
子

ど
も

の
権

利
条

例
の

核
と

な
る

「
子

ど

も
に

と
っ

て
の

最
善

の
利

益
」

を
、

共
に

考
え

、
実

現
し

て
い

く
信

頼
し

合
え

る
パ

ー
ト

ナ

ー
と

し
て

、
日

頃
子

ど
も

た
ち

か
ら

相
談

が
寄

せ
ら

れ
る

先
生

方
と

連
携

し
て

い
き

た
い

と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
保

健
室

や
相

談
室

に
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

カ
ー

ド
を

設
置

し
て

い
た

だ
き

、
子

ど
も

た

ち
が

悩
ん

で
い

る
時

に
は

、
こ

こ
ろ

の
鈴

が
あ

る
こ

と
を

伝
え

て
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
、

ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

北
川

 
和

彦
 

平
林

 
優

子
 

石
曽

根
正

勇
 

  

 

【
発

行
】

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
 

〒
3

9
0

-
0

8
7

4
 

松
本

市
大

手
3

-
8

-
1

2
 

大
手

事
務

所
2

階
 

電
話

 
0

2
6

3
-
3

6
-
2

5
0

5
（

直
通

）
 



35 
 

 未就学児保護者用 リーフレット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  松本市に在住、通学、活動している 

  ０歳からおおむね１８歳までの子ども 

   １８歳以上でも高校在学の方等は対象になります 

     相談はどなたからもできます    

  

    月～木・土曜日 午後１時～６時 

    金曜日 午後１時～８時 

     日曜日、祝日・休日、年末・年始はお休みです    

 

 フリーダイヤル 

   ０１２０－２００－１９５ 

  公衆電話、携帯電話からも無料です 

       -                       

  

 

 

 相談室までお越しください。 

 ご希望により、出張相談もします。 
 

子どもの権利相談室 『こころの鈴』 

【問い合わせ先】  

  松本市役所 こども部 こども育成課 育成担当 

    〒390-8620松本市丸の内3-7 ℡ 0263-34-3291(直通) 

松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」とは 

 松本市では、すべての子どもにやさしいまちづく

りを目指すため、平成２５年４月に「松本市子ども

の権利に関する条例」を施行しました。 

 条例により、子どもたちは、差別や虐待、いじめ

などの権利侵害を受けた時や受けそうな状況に置か

れた時、相談をし必要な救済を受けることができま

す。救済のために「子どもの権利擁護委員」が置か

れ、関係機関との調整を行ったり、救済申立て等に

より、調査をしたり、改善を求めたり、意見表明を

行なったりします。 

 そして相談救済窓口として「子どもの権利相談室 

こころの鈴」を開設しています。相談室では、子ど

もの気持ちを受け止め、相談に応じるだけでなく、

子どもの最善の利益を実現していくことを目的とし

ています。子ども自身が本来持っている力を十分に

発揮できるように、問題解決に向けた支援を行いま

す。 

メールアドレス  

  コード 

相談室では、つらい思いを抱えている子どもたちに

関わる保護者のみなさんや教職員のみなさん、地域

のみなさんなど、すべての大人からも相談を受けつ

けています。お気軽にご利用ください。 
 

市役所 
松本城 

 
大手事務所２階 

こころの鈴 

子どもの権利相談室「こころの鈴」 

〒   -     松本市大手 - -    

           松本市役所大手事務所 階  

対象者 

相談受付時間 

相談方法 

電話で 

場 所 

メールで 

会って 

 仲間はずれや友だちと遊べない 

 先生のこと、友だちのこと 

 保育園・幼稚園に行くのを嫌がる 

保育園・幼稚園で・・・

家庭で・・・ 

習い事で・・・ 

相談する 

電話・メール・会って・・・ 

 怒られること 

 先生、コーチのこと 

子どもも、子どもに関わる大人の

皆さんも相談できます。 

一緒に考える 

調べる・協力依頼 

要請、意見表明 

あなたの気持や意見を

じっくり聴いて、 

一番よい方法を一緒に考

えます。 

関係する機関など

に改善要請や意見

表明をすることがで

きます。 

解決に向けて関係する人や

機関に話を聞いたり、協力

やお願いをします。あなた

の考えや気持ちを代わりに

伝えることもできます。 

困ったことが出てきたら、また相談してください。 

相談が終わっても、必要があれば見守り支援をし

ます。 

 家でつらいこと、嫌なこと 

 家族には話せないこと 

 からだがつらい 

もう大丈夫！安心できたよ 

子どもの権利相談室「こころの鈴」は、松本市に住んでいる子どもや、 

学校や施設などに通っている子どもの権利を守るところです。 

困った時、つらい時、嫌だと感じた時は、「こころの鈴」に話してみま

せんか？ 

こんなときは相談してみましょう 

こころの鈴にできること 



36 
 

 こころの鈴通信（第 10号～第 13 号） 

○ 第 10 号「こころの鈴通信」（小学生版） 

 

 

  

＊
＊

＊
ヒ

ン
ト

＊
＊

＊

【タ
テ

の
カ

ギ
】

１
　

白し
ろ

い
粉こ

な

で
で

き
た

め
ん

に
、

具ぐ

が
た

く
さ

ん
。

「お
○

○
○

○
ん

」。

２
　

に
ほ

ん
語ご

で
は

「こ
い

」「
き

て
ね

」。
英

語
え

い
ご

で
は

○
○

○
。

３
　

冬ふ
ゆ

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
き

ょ
う

ぎ
で

、
石い

し

を
こ

ろ
が

す
。

「そ
だ

ね
ー

」が
は

や
り

ま
し

た
。

４
　

み
そ

を
作つ

く

る
と

き
に

入
れ

る
木き

の
○

○
。

ワ
イ

ン
も

○
○

に
入は

い

っ
て

い
る

ね
。

５
　

テ
ス

ト
の

○
○

○
は

１
０

０
点て

ん

。
実

験
じ

っ
け

ん

を
し

た
○

○
○

を
ま

と
め

る
。

６
　

ク
マ

や
リ

ス
が

冬ふ
ゆ

に
な

る
と

眠ね
む

る
こ

と
。

【ヨ
コ

の
カ

ギ
】

１
　

山や
ま

よ
り

は
低ひ

く

い
け

れ
ど

、
す

こ
し

高た
か

く
な

っ
た

地じ

め
ん

。
○

○
田

小
学

校
た

し
ょ

う
が

っ
こ

う

、
○

○
山

県
や

ま
け

ん

。

５
　

こ
こ

ろ
も

体か
ら

だ も
元

気
げ

ん
き

で
い

れ
る

こ
と

。
よ

く
食た

べ
て

、
よ

く
ね

る
と

○
○

○
○

に
な

る
よ

。

７
　

菊き
く

に
似に

た
花は

な

の
さ

く
ハ

ー
ブ

。
お

茶ち
ゃ

に
す

る
と

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

で
き

る
よ

。

８
　

細
く
て

長
い

食た

べ
物も

の

。
ラ

ー
○

○
は

人
気

に
ん

き

。

９
　

く
す

り
や

、
お

菓
子

か
し

も
売う

っ
て

い
る

。
○

○
○

○
ス

ト
ア

。
薬

物
や

く
ぶ

つ

の
こ

と
だ

よ
。

１
０

　
冬ふ

ゆ

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
。

羽
生

結
弦

は
に

ゅ
う

ゆ
づ

る

く
ん

が
と

っ
た

○
○

メ
ダ

ル
。

２
回

目
か

い
め

だ
ね

。

　

 
発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 

こ
ん

に
ち

は
。

 

こ
と

し
の

夏な
つ

は
と

て
も

暑あ
つ

か
っ

た
で

す
ね

。
夏

休
な

つ
や

す

み
は

ど
う

で
し

た
か

？
 

さ
あ

、
２

学
期

が
っ

き

が
は

じ
ま

り
ま

し
た

ね
。

元
気

げ
ん

き

で
楽た

の

し
い

毎
日

ま
い

に
ち

に
な

る
と

い
い

で
す

ね
。

 

こ
こ

ろ
の

鈴す
ず

に
、

う
れ

し
か

っ
た

こ
と

や
こ

ま
っ

た
こ

と
な

ど
 

み
な

さ
ん

の
声こ

え

を
聞き

か
せ

て
く
だ

さ
い

。
ま

っ
て

い
ま

す
。

  

友
だ

ち
と

け
ん

か
を

し
た

。
ど

う
や

っ

て
、

な
か

な
お

り
し

た
ら

い
い

だ
ろ

う
。

  

友
だ

ち
が

い
じ

め
ら

れ
て

い
る

。
 

ど
う

や
っ

て
先

生
せ

ん
せ

い

に
 

相
談

そ
う

だ
ん

し
た

ら
い

い
か

な
。

 

け
ん

か
を

し
た

ら
、

わ
た

し
だ

け
が

悪わ
る

い

こ
と

に
な

っ
た

。

相
手

あ
い

て

も
悪わ

る

い
と

思お
も

う

け
ど

大
人

お
と

な

が
話は
な

し

を
聞き

い
て

く
れ

な
い

。
  

先
生

せ
ん

せ
い

が
、

他
の

子
に

話
し

て
い

る
と

、
こ

わ
い

。
 

A
・B

・
C

・D
・E

の
こ

と
ば

を
な

ら
べ

て
み

ま
し

ょ
う

。
こ

の
間あ

い
だ

、
優

勝
ゆ

う
し

ょ
う

を
し

ま
し

た
ね

。
 

答こ
た

え
は

通
信

つ
う

し
ん

の
ど

こ
か

に
あ

り
ま

す
。

さ
が

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
★

★
 む

ず
か

し
い

と
き

は
、

お
と

な
と

い
っ

し
ょ

に
か

ん
が

え
て

み
ま

し
ょ

う
 ★

★
 

1
2

3
4

7 8
6

5

9

1
0

A

D

E

C

B

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

子こ

ど
も

の
権

利
け

ん
り

相
談

室
そ

う
だ

ん
し

つ

『
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

』
 

～
秘

密
ひ

み
つ

は
守ま

も

り
ま

す
～

 

●
電

話
で

ん
わ

で
相

談
そ

う
だ

ん

 
 0

1
2

0
-

2
0

0
-

1
9

5
 
(無

料
む

り
ょ

う

) 

●
会あ

っ
て

相
談

そ
う

だ
ん

 
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

ま
で

来き

て
く

だ
さ

い
。

 

来こ

ら
れ

な
い

時と
き

は
、

お
電

話
で

ん
わ

を
く

だ
さ

い
。

 

●
受

付
う

け
つ

け

時
間

じ
か

ん

 月げ
つ

～
木も

く

・
土

曜
日

ど
よ

う
び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
６

時じ

／
金

曜
日

き
ん

よ
う

び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
８

時じ

 

●
場ば

  
  

所し
ょ

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

大
手

お
お

て

３
－

８
－

１
３

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

役
所

や
く

し
ょ

大
手

お
お

て

事
務

所
じ

む
し

ょ

２
階か

い

 

「
こ
こ
ろ
の
鈴
 通

信
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
 
松
本
市
役
所
 こ

ど
も
部
 こ

ど
も
育
成
課
 育

成
担
当
ま
で
 
℡
 0
26
3-
34
-3
29
1 

 

 

市
役

所
 

松
本

城
 

 
大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

今
年

こ
と

し

6
月が

つ

か
ら

相
談

員
そ

う
だ

ん
い

ん

を
し

て
い

ま
す

。

な
に

か
楽た

の

し
い

こ
と

つ
ら

い
こ

と
が

あ
っ

た
ら

連
絡

れ
ん

ら
く

し
て

ね
。

  

う
れ

し
い

こ
と

、
た

の
し

い
こ

と
、

い
や

な

こ
と

、
か

な
し

い
こ

と
、

す
べ

て
み

な
さ

ん

の
大

切
た

い
せ

つ

な
こ

こ
ろ

の
声こ

え

で
す

。
こ

こ
ろ

の

声こ
え

を
は

な
し

て
み

ま
せ

ん
か

。
  

小
学

校
し

ょ
う

が
っ

こ
う

の
と

き
、

学
校

が
っ

こ
う

で
い

や
な

こ
と

が

あ
っ

た
り

、
先

生
せ

ん
せ

い

に
叱し

か

ら
れ

た
り

し
た

と
き

は
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

に
甘あ

ま

え
て

た
よ

。
家い

え

の
人ひ

と

に
話は

な

す
の

っ
て

ち
ょ

っ
と

恥は

ず
か

し

く
て

ね
。

こ
こ

ろ
の

鈴す
ず

は
名

前
な

ま
え

を
言い

わ
な

く

て
も

い
い

か
ら

、
お

電
話

で
ん

わ

し
て

み
て

ね
。

  

４
月が

つ

か
ら

相
談

員
そ

う
だ

ん
い

ん

に
な

り
ま

し
た

。
ど

ん

な
こ

と
で

も
話は

な
し

を
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 

ま
っ

て
い

ま
す

。
 

は
ま

だ
 

お
お

つ
た

 
た

か
は

し
 

つ
か

は
ら

 

こ
こ

ろ
の

鈴
で

は
、
多

く
の

お
子

さ
ん

ご
自

身
や

保
護

者
の

方
か

ら
の

相
談

を
受

け
て

い
ま

す
。

 

お
子

さ
ん

が
学

校
で

、
あ

る
い

は
お

家
で

生
き

生
き

す
ご

せ
て

い
な

い
、

つ
ら

い
思

い
を

し
て

い
る

と

思
う

と
き

、
保

護
者

の
方

の
心

配
は

大
き

く
、

ご
自

分
を

責
め

た
り

、
周

囲
に

話
せ

ず
に

葛
藤

し
て

い
る

こ

と
も

あ
る

よ
う

で
す

。
 

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
は

お
子

さ
ん

に
と

っ
て

、
最

善
と

は
な

に
か

を
一

緒
に

考
え

、
関

係
各

所
と

の
連

携
も

行
い

な
が

ら
、

活
動

し
て

い
く
と

こ
ろ

で
す

。
「こ

こ
ろ

の
鈴

」
は

、
で

き
る

限
り

お
子

さ
ん

の
思

い
や

意
思

を

尊
重

し
、

お
子

さ
ん

自
身

が
決

め
、

行
動

で
き

る
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

最
近

は
う

れ
し

い
こ

と
に

、
保

護
者

の
方

が
お

子
さ

ん
に

、
「
こ

こ
ろ

の
鈴

に
相

談
し

て
み

た
ら

」
と

勧
め

て
く
だ

さ
っ

て
、

お
子

さ
ん

が
ご

自
分

の
気

持
ち

を
話

す
一

歩
に

な
る

こ
と

も
増

え
て

き
ま

し
た

。
 

 
お

電
話

さ
れ

た
多

く
の

方
が

、
こ

れ
ま

で
の

お
話

を
さ

れ
、

質
問

に
答

え
ら

れ
た

り
、

相
談

員
と

状
況

を

整
理

し
、

で
き

る
こ

と
を

探
し

な
が

ら
、

解
決

の
糸

口
を

探
る

中
で

、
お

子
さ

ん
自

身
の

気
持

ち
や

あ
り

様

を
も

う
一

度
見

直
す

機
会

に
も

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
 

 
お

子
様

の
ま

た
保

護
者

の
方

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

平
林

 
優

子
 

そ
う

だ
ん

 
そ

う
だ

ん
い

ん
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発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 

夏
休

み
は

終
わ

り
ま

し
た

が
、

楽
し

か
っ

た
で

す
か

？
 

新
学

期
が

始
ま

り
、

新
し

い
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
瞬

間
が

や
っ

て
き

ま
す

。
 

「
楽

し
い

こ
と

」
「う

れ
し

い
こ

と
」「

つ
ら

い
こ

と
」
「せ

つ
な

い
こ

と
」「

い
や

な
こ

と
」 

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』へ
電

話
や

メ
ー

ル
で

話
を

聞
か

せ
て

ね
。

待
っ

て
い

ま
す

よ
。
 

自
分

の
悪

口
が

S
N

S
に

投
稿

さ

れ
て

い
る

。
 

部
活

動
が

楽
し

く
な

い
。

厳
し

く
て

、
練

習
に

つ
い

て
い

け
な

い
。

や
め

た
い

け
ど

や
め

る
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

進
路

に
つ

い
て

、
親

と
意

見
が

合
わ

な
い

。
自

分
の

進
路

を
親

が
認

め
て

く
れ

な
い

。
 

ク
ラ

ス
の

仲
間

と
気

軽
に

話
を

し
た

い
の

に
、

う
ま

く
話

せ
な

い
。

 

ク
ラ

ス
替

え
が

あ
っ

て
、

だ
れ

と
仲

良
く

し
て

よ
い

か
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

平
林

 
優

子
 

こ
こ

ろ
の

鈴
で

は
、
多

く
の

お
子

さ
ん

ご
自

身
や

保
護

者
の

方
か

ら
の

相
談

を
受

け
て

い
ま

す
。
 

こ
こ

ろ
の

自
立

を
図

ろ
う

と
す

る
こ

の
時

期
は

、
お

子
さ

ん
自

身
が

う
ま

く
表

現
で

き
な

い
葛

藤
を

抱
え

て

い
た

り
、

寡
黙

に
な

る
こ

と
も

あ
り

、
保

護
者

の
方

も
ど

う
関

わ
れ

ば
よ

い
か

悩
む

こ
と

も
多

い
と

思
い

ま
す

。
 

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」は
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
、

最
善

と
は

な
に

か
を

一
緒

に
考

え
る

と
こ

ろ
で

す
。

関
係

各
所

と

も
連

携
を

と
り

な
が

ら
活

動
し

て
い

ま
す

。
 

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」は
、

お
子

さ
ん

の
思

い
や

意
思

を
尊

重
す

る
こ

と
を

優
先

し
、

お
子

さ
ん

自
身

が
決

め
、

行

動
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
保

護
者

の
方

か
ら

の
ご

相
談

で
も

、
で

き
る

だ

け
お

子
さ

ん
の

声
を

聞
い

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
お

電
話

さ
れ

た
多

く
の

方
が

、
こ

れ
ま

で
の

お
話

を
さ

れ
、

質
問

に
答

え
ら

れ
た

り
、

相
談

員
と

状
況

を
整

理
し

、
で

き
る

こ
と

を
探

し
な

が
ら

、
解

決
の

糸
口

を
探

る
中

で
、

お
子

さ
ん

自
身

の
気

持
ち

や
あ

り
様

を
も

う

一
度

見
直

す
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。
 

 
お

子
様

の
ま

た
保

護
者

の
方

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
  

学
校

に
は

行
き

た
い

け
れ

ど
。

つ
ま

ら
な

く
感

じ
る

。
 

学
校

で
話

す
人

が
い

ま
せ

ん
。

 

だ
れ

か
と

話
を

し
た

い
。

 

本
当

は
、

こ
ん

な
部

活
に

は
入

り
た

く
な

か
っ

た
の

に
。

 

友
だ

ち
の

輪
に

入
れ

な
い

。
誘

う
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

 
今

回
は

「
社

会
に

参
加

す
る

権
利

」
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。

 

ま
ず

は
社

会
と

は
何

か
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

社
会

と
は

、
人

と
人

と
が

お
互

い
に

結
び

つ
き

、
影

響
を

与

え
て

い
る

人
々

の
ま

と
ま

り
を

言
い

ま
す

。
 

家
族

、
仲

間
、

学
校

、
部

活
動

、
課

外
活

動
な

ど
が

社
会

と

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、
松

本
市

、
長

野
県

、
日

本
、

世
界

も
大

き
い

社
会

で
す

。
 

皆
さ

ん
が

、
学

び
や

様
々

な
体

験
の

中
で

仲
間

や
人

間
関

係
づ

く
り

が
で

き
、

自
分

の
周

り
の

社
会

に
参

加
す

る
こ

と
。

そ
し

て
、

わ
か

り
や

す
い

情
報

を
得

て
、

自
分

が
所

属
し

て

い
る

社
会

の
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
仕

組
み

を

考
え

意
見

を
発

信
で

き
る

こ
と

が
「
社

会
に

参
加

す
る

権
利

」

で
す

。
 

松
本

市
の

す
べ

て
の

大
人

は
、

皆
さ

ん
の

「
社

会
に

参
加

す

る
権

利
」

を
大

切
に

し
ま

す
。
 

 

自
分

が
 

⇒
 

家
族

、
学

校
な

ど
で

自
分

ら
し

く
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ら

れ
る

 

自
分

が
 

⇒
 

仲
間

は
ず

れ
に

さ
れ

な
い

 

自
分

が
 

⇒
 

家
族

の
ル

ー
ル

や
学

校
の

ル
ー

ル
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
知

っ
て

い
る

 

自
分

が
 

⇒
 

意
見

を
自

由
に

言
う

こ
と

が
で

き
る

 

自
分

の
 

⇒
 

意
見

を
周

り
の

大
人

が
聞

い
て

 

 
 

 
 

 
 

 
 

く
れ

る
 

自
分

の
 

⇒
 

意
見

を
実

現
す

る
た

め
に

一
緒
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え

て
く
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る

大
人

が
い

る
 

自
分

が
 

⇒
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心

し
て

社
会

に
参

加
で

き
る

 

自
分

の
 

⇒
 

暮
ら

し
て

い
る

松
本

市
の

こ
と

を
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っ
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る
 

自
分

の
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ら
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る

松
本

市
を
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る

意
見
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考
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る

こ
と

が
で
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る
 

～
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の
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と

を
、

見
直

し
て

み
ま
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ょ

う
 ～

 

社
会

に
参

加
す

る
権

利
っ

て
 

ど
ん

な
こ

と
だ

ろ
う

？
  

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
で

、
大

切
に

し
て

い
る

権
利

っ
て

ど
ん

な
こ

と
で

す
か

？
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』
 

 
 

～
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す
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●
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「
こ
こ
ろ
の
鈴
 通

信
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
 
松
本
市
役
所
 こ

ど
も
部
 こ

ど
も
育
成
課
 育

成
担
当
ま
で
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市
役

所
 

松
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大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

今
年

6
月

か
ら

相
談

員
を

担
当

し
て

い
ま

す
。

家
族

、
友

達
、

夢
、

不
安

、
戸

惑
い

、

な
ん

で
も

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。
 

誰
か

に
相

談
を

す
る

こ
と

は
、

と
て

も
勇

気
の

い
る

こ
と

で
す

。
 

で
も

、
も

や
も

や
し

て
い

る
気

持
ち

や
イ

ラ

イ
ラ

し
て

い
る

気
持

ち
を

話
す

と
、

こ
こ

ろ

が
少

し
軽

く
な

り
ま

す
。

話
し

ま
せ

ん
か

。
 

中
学

生
の

頃
、

親
友

だ
と

思
っ

て
い

た
子

に
裏

切
ら

れ
た

と
思

っ
て

と
っ

て
も

悲
し

か
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
よ

。
親

に
も

話
せ

な
い

し
、

夜
泣

い
て

た
な

。
こ

こ
ろ

の
鈴

は
秘

密
を

守
る

よ
。

話
し

て
み

て
ね

。
 

４
月

か
ら

相
談

員
に

な
り

ま
し

た
。

 

学
校

の
様

子
や

部
活

の
こ

と
な

ど
何

で

も
、

み
な

さ
ん

の
声

を
き

か
せ

て
く

だ
さ

い
。

ま
っ

て
い

ま
す

。
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発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 

夏
休

み
が

終
わ

り
ま

し
た

が
、

楽
し

い
夏

休
み

で
し

た
か

？
 

文
化

祭
の

時
、

一
人

ひ
と

り
活

躍
し

ま
し

た
か

？
こ

れ
か

ら
行

わ
れ

る
学

校
も

あ
る

か
な

？
 

新
学

期
が

始
ま

り
、

新
し

い
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
瞬

間
が

や
っ

て
き

ま
す

。
 

「
つ

ら
い

こ
と

」
「せ

つ
な

い
こ

と
」「

い
や

な
こ

と
」
は

、
心

に
た

め
て

い
く
と

苦
し

く
な

り
ま

す
。
 

そ
ん

な
時

は
、
【
こ

こ
ろ

の
鈴

】へ
電

話
や

メ
ー

ル
で

話
を

し
て

く
だ

さ
い

。
一

緒
に

考
え

ま
し

ょ
う

。
 

進
路

に
つ

い
て

、
親

と
意

見
が

合
わ

な
い

。
自

分
の

進
路

を
親

が
認

め
て

く
れ

な
い

。
 

部
活

動
が

楽
し

く
な

い
。

厳
し

く
て

、
練

習
に

つ
い

て
い

け
な

い
。

や
め

た
い

け
ど

や
め

る
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

授
業

に
出

て
い

て
も

集
中

で
き

な
い

。
進

学
の

た
め

に
は

勉
強

を
し

た
い

。
 

友
だ

ち
が

心
配

。
変

な
サ

イ
ト

を
見

て
い

た
の

で
や

め
さ

せ
た

い
。

 

好
き

な
子

が
離

れ
て

行
っ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

よ
い

だ
ろ

う
か

。
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

平
林

 
優

子
 

こ
こ

ろ
の

鈴
で

は
、
多

く
の

お
子

さ
ん

ご
自

身
や

保
護

者
の

方
か

ら
の

相
談

を
受

け
て

い
ま

す
。

 

こ
こ

ろ
の

自
立

を
図

ろ
う

と
す

る
こ

の
時

期
は

、
お

子
さ

ん
自

身
が

う
ま

く
表

現
で

き
な

い
葛

藤
を

抱
え

て

い
た

り
、

寡
黙

に
な

る
こ

と
も

あ
り

、
保

護
者

の
方

も
ど

う
関

わ
れ

ば
よ

い
か

悩
む

こ
と

も
多

い
と

思
い

ま
す

。
 

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」は
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
、

最
善

と
は

な
に

か
を

一
緒

に
考

え
る

と
こ

ろ
で

す
。

関
係

各
所

と

も
連

携
を

と
り

な
が

ら
活

動
し

て
い

ま
す

。
 

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」は
、

お
子

さ
ん

の
思

い
や

意
思

を
尊

重
す

る
こ

と
を

優
先

し
、

お
子

さ
ん

自
身

が
決

め
、

行

動
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
保

護
者

の
方

か
ら

の
ご

相
談

で
も

、
で

き
る

だ

け
お

子
さ

ん
の

声
を

聞
い

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
お

電
話

さ
れ

た
多

く
の

方
が

、
こ

れ
ま

で
の

お
話

を
さ

れ
、

質
問

に
答

え
ら

れ
た

り
、

相
談

員
と

状
況

を
整

理
し

、
で

き
る

こ
と

を
探

し
な

が
ら

、
解

決
の

糸
口

を
探

る
中

で
、

お
子

さ
ん

自
身

の
気

持
ち

や
あ

り
様

を
も

う

一
度

見
直

す
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。
 

 
お

子
様

の
ま

た
保

護
者

の
方

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
  

部
活

の
先

生
や

コ
ー

チ
の

指
導

に
納

得
が

い
か

な
い

。
 

学
校

に
行

け
な

い
。

親
も

先
生

も
単

位
の

こ
と

ば
か

り
を

気
に

し
て

い
る

。
 

学
校

で
い

じ
め

が
あ

っ
て

、
先

生
が

勝
手

に
解

決
を

し
て

自
分

の
居

場
所

が
な

く
な

っ
た

。
 

 
今

回
は

「
社

会
に

参
加

す
る

権
利

」
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。

 

 
公

職
選

挙
法

改
正

に
よ

り
、

2
0
1
6
年

7
月

か
ら

国
政

選
挙

・

地
方

選
挙

に
1
8
歳

以
上

が
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
高

校
3

年
生

の
多

く
の

皆
さ

ん
は

政
治

、
社

会
に

参

加
す

る
権

利
が

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

 

 
ま

だ
1
8

歳
に

な
っ

て
い

な
い

皆
さ

ん
は

、
法

律
的

に
は

子

ど
も

で
す

が
、

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
で

は
、

子
ど

も
も

主
権

者
で

あ
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 
例

え
ば

、
子

ど
も

は
松

本
市
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域
の

課
題
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し
て

適

切
な

情
報

提
供

を
受

け
、

考
え

る
こ

と
が

で
き

、
意

見
を

言

え
ま

す
。

松
本

市
と

い
う

社
会

だ
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で
は

な
く

、
家

庭
、

学
校
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近
な

社
会

で
す

。
自

分
の

意
見

が
言

え
、

そ
し

て
考

え

る
こ

と
が

で
き

、
提

案
で

き
る

こ
と

が
「

社
会

に
参

加
す

る
権

利
」
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
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を
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it
y.

m
a
ts

u
m

o
to

.lg
.jp

 

 

市
役

所
 

松
本

城
 

 
大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

今
年

6
月

か
ら

相
談

員
を

担
当

し
て

い
ま

す
。

家
族

、
友

達
、

夢
、

不
安

、
戸

惑
い

、

な
ん

で
も

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。
 

誰
に

も
言

え
な

い
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん

か
。

あ
な

た
が

思
い

を
言

葉
に

す
る

と
、

変
化

が
起

き
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

あ
な

た
自

身
の

思
い

を
大

切
に

し
ま

す
。

ど
ん

な
思

い
で

も
話

し
て

み
ま

せ
ん

か
 。

 

高
校

時
代

。
毎

日
ど

う
や

っ
て

部
活

を
サ

ボ
る

か
考

え
て

い
ま

し
た

。
や

め
た

い
ほ

ど
じ

ゃ
な

い
け

ど
、

な
ん

だ
か

夢
中

に
も

な
れ

な
く

て
。

ダ
ラ

ダ
ラ

し
て

、
の

ん
び

り

し
た

高
校

生
活

で
し

た
。

 

４
月

か
ら

相
談

員
に

な
り

ま
し

た
。

ど
ん

な
こ

と
で

も
話

を
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

気

持
ち

が
す

っ
き

り
す

る
と

嬉
し

い
で

す
。

 

み
な

さ
ん

の
声

を
聞

か
せ

て
く

だ
さ

い
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 仲

間
な

か
ま

は
ず

れ
や

い
じ

め
 

 
 先

生
せ

ん
せ

い

の
こ

と
、

友と
も

だ
ち

の
こ

と
 

 
 学

校
が

っ
こ

う

に
行い

け

け
な

い
 

習な
ら

い

い
事こ

と

で
…

 

 

相
談

そ
う

だ
ん

す
る

 

電
話

で
ん

わ

で
・

メ
ー

ル
で

・
会あ

っ
て

…
 

 
 お

こ
ら

れ
る

こ
と

 

 
 先

生
せ

ん
せ

い

や
、

コ
ー

チ
の

こ
と

 

ど
ん

な
こ

と
で

も
、

ま
ず

は
 

相
談

そ
う

だ
ん

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

一
緒

い
っ

し
ょ

に
考か
ん

が

え
る

 

調し
ら

べ
る

・
協

力
依

頼
き

ょ
う

り
ょ

く
い

ら
い

 

要
請

よ
う

せ
い

・
意

見
表

明
い

け
ん

ひ
ょ

う
め

い

 

あ
な

た
の

気
持

き
も

ち

や
意

見
い

け
ん

を
じ

っ
く
り

聴き

い
て

、
一

番
い

ち
ば

ん

よ
い

方
法

ほ
う

ほ
う

を
一

緒
い

っ
し

ょ

に
考

か
ん

が

え
ま

す
。
 

関
係

か
ん

け
い

す
る

機
関

き
か

ん

な
ど

に
改

善
か

い
ぜ

ん

要
請

よ
う

せ
い

や
意

見
表

明
い

け
ん

ひ
ょ

う
め

い

を
す

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。
 

も
う

大
丈

夫
だ

い
じ

ょ
う

ぶ

！
安

心
あ

ん
し

ん

で
き

た
よ

 

困こ
ま

っ
た

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ま

た
相

談
そ

う
だ

ん

し
て

く

だ
さ

い
。

 

相
談

そ
う

だ
ん

が
終お

わ
っ

て
も

、
必

要
ひ

つ
よ

う

が
あ

れ
ば

見
守

み
ま

も

り
ま

す
。
 

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
け

ん
り

そ
う

だ
ん

し
つ

 『
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

』
 

 
 受

付
時

間
う

け
つ

け
じ

か
ん

 
 

 
月げ

つ

～
木も

く

・土
曜

日
ど

よ
う

び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
６

時じ

／
金

曜
日

き
ん

よ
う

び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
８

時じ

 

 
 電

話
で

ん
わ

で
相

談
そ

う
だ

ん

 
 

☎
０

１
２

０
－

２
０

０
－

１
９

５
 

(フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
） 

 
 メ

ー
ル

で
相

談
そ

う
だ

ん

 
ko

do
m

o
-
s
@

c
it

y
.m

at
su

m
o
to

.ｌ
ｇ

.j
p
 

 
 会あ

っ
て

相
談

そ
う

だ
ん

 
 

松
本

市
大

手
ま

つ
も

と
し

お
お

て

3-
8-

13
 松

本
市

役
所

大
手

事
務

所
ま

つ
も

と
し

や
く

し
ょ

お
お

て
じ

む
し

ょ

2階か
い

 
ま

で
お

越こ

し
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
希

望
き

ぼ
う

に
よ

り
、

相
談

員
そ

う
だ

ん
い

ん

が
出で

か
け

る
こ

と
も

で
き

ま
す

の
で

、
ご

相そ
う

談だ
ん

く
だ

さ
い

。
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
通

信
」に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

は
 

松
本

市
役

所
 こ

ど
も

部
 こ

ど
も

育
成

課
 育

成
担

当
（℡

02
63

-3
4-

32
91

） 
ま

で
 

た
と

え
ば

、
こ

ん
な

こ
と

で
悩な

や

ん
で

い
た

ら
…

 

解
決

か
い

け
つ

に
向む

け
て

関
係

か
ん

け
い

す
る

人ひ
と

や
機

関
き

か
ん

に

話は
な

し

を
聞き

い
た

り
、

協
力

き
ょ

う
り

ょ
く

や
お

願ね
が

い
を

し

ま
す

。
あ

な
た

の
考か
ん

が

え
や

気
持

き
も

ち

ち
を

代か

わ
り

に
伝つ

た

え
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
 

す
ず

ち
ゃ

ん
 

 
 家い

え

で
つ

ら
い

こ
と

、
嫌い

や

な
こ

と
 

 
 家

族
か

ぞ
く

に
は

話は
な

せ
な

い
こ

と
 

 
 か

な
し

い
こ

と
 児
童

じ
ど

う

の
み

な
さ

ん
へ

 

子
ど

も
の

 

た
め

の
 

相
談

室
そ

う
だ

ん
し

つ

 

「
つ

ら
い

な
…

」
「か

な
し

い
な

…
」
と

思
う

こ
と

の
中な

か

に
は

、
『子

こ

ど
も

の
権

利
け

ん
り

』
が

守ま
も

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

す
こ

し
勇

気
ゆ

う
き

を
出だ

し
て

『
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

』
に

相
談

そ
う

だ
ん

し
て

み
ま

せ
ん

か
。
 

秘
密

ひ
み

つ

は
必か

な
ら

ず
守ま

も

り
ま

す
。

 

家
庭

か
て

い

で
…

 

学
校

が
っ

こ
う

で
…

 

発
行

元
：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 

「
つ

ら
い

な
…

」
「
悲

し
い

な
…

」
と

思
う

こ
と

の
中

に
は

、
『
子

ど
も

の
権

利
』
が

侵
害

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

少
し

勇
気

を
出

し
て

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』
に

相
談

し
て

み
ま

せ
ん

か
。

 

自
分

の
こ

と
で

な
く
て

も
大

丈
夫

で
す

。
秘

密
は

必
ず

守
り

ま
す

。
 

 
 仲

間
は

ず
れ

や
い

じ
め

 

 
 先

生
の

こ
と

、
友

だ
ち

の
こ

と
 

 
 学

校
に

行
け

な
い

 

学
校

で
…

 
家

庭
で

…
 

部
活

や
習

い
事

で
…

 

 相
談

す
る

 

電
話

で
・

メ
ー

ル
で

・
会

っ
て

…
 

 
 怒

ら
れ

る
こ

と
 

 
 先

輩
や

先
生

、
コ

ー
チ

の
こ

と
 

ど
ん

な
こ

と
で

も
、
 

ま
ず

は
相

談
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

一
緒

に
考

え
る

 

調
べ

る
・

協
力

依
頼

 

要
請

・
意

見
表

明
 

あ
な

た
の

気
持

や
意

見
を

じ
っ

く
り

聴
い

て
、

一
番

よ
い

方
法

を
一

緒

に
考

え
ま

す
。
 

関
係

す
る

機
関

な
ど

に
改

善

要
請

や
意

見
表

明
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
 

も
う

大
丈

夫
！

安
心

で
き

た
よ

 

困
っ

た
こ

と
が

出
て

き
た

ら
、

ま
た

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。
 

相
談

が
終

わ
っ

て
も

、
必

要
が

あ
れ

ば

見
守

り
支

援
を

し
ま

す
。

 

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 『

こ
こ

ろ
の

鈴
』

 

 
松

本
市

で
は

、
す

べ
て

の
子

ど
も

に
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

た
め

、
平

成
25

年
４

月
に

『松
本

市
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
』
を

つ
く
り

ま
し

た
。

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
『こ

こ
ろ

の
鈴

』は
、

条
例

第
1
5条

に
よ

り
平

成
25

年
７

月
か

ら
開

設
し

て
い

ま
す

。
 

 
 受

付
時

間
 

 
 

月
～

木
・土

曜
日

 
午

後
１

時
～

６
時

／
金

曜
日

 
午

後
１

時
～

８
時

 

 
 電

話
で

相
談

 
 

☎
０

１
２

０
－

２
０

０
－

１
９

５
 

(フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
） 

 
 メ

ー
ル

で
相

談
 

ko
do

m
o
-
s
@

c
it

y
.m

at
su

m
o
to

.ｌ
ｇ

.j
p
 

 
 会

っ
て

相
談

 
 

松
本

市
大

手
3-

8-
13

 松
本

市
役

所
大

手
事

務
所

2階
 

ま
で

お
越

し
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
希

望
に

よ
り

、
相

談
員

が
出

か
け

る
こ

と
も

で
き

ま
す

の
で

、
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
通

信
」に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

は
 

松
本

市
役

所
 こ

ど
も

部
 こ

ど
も

育
成

課
 育

成
担

当
（℡

02
63

-3
4-

32
91

） 
ま

で
 

例
え

ば
、

こ
ん

な
こ

と
で

悩
ん

で
い

た
ら

…
 

解
決

に
向

け
て

必
要

な
場

合
は

、
関

係

す
る

人
や

機
関

に
話

を
聞

き
、

協
力

を

お
願

い
を

し
ま

す
。

あ
な

た
の

考
え

や

気
持

ち
を

代
わ

り
に

伝
え

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
 

す
ず

ち
ゃ

ん
  
 家

で
つ

ら
い

こ
と

、
嫌

な
こ

と
 

 
 家

族
に

は
話

せ
な

い
こ

と
 

生
徒

の
み

な
さ

ん
へ

 

子
ど

も
の

 
た

め
の

 
相

談
室

 

発
行

元
：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 
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発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

を
し

て

い
た

ら
、

友と
も

だ
ち

と
け

ん
か

を
し

た
ん

だ
。

 
な

か
な

お
り

を
し

た
い

け
ど

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

な
。

 

こ
ん

に
ち

は
。

す
こ

し
ず

つ
寒さ

む

く
な

っ
て

き
ま

し
た

ね
。

 

も
う

、
１

２
月が

つ

で
す

ね
。

２
学

期
が

っ
き

も
、

も
う

す
こ

し
で

終お

わ
り

ま
す

。
 

み
な

さ
ん

の
２

学
期

が
っ

き

は
ど

ん
な

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

か
？

 

こ
こ

ろ
の

鈴す
ず

に
、

う
れ

し
か

っ
た

こ
と

や
こ

ま
っ

た
こ

と
な

ど
 

み
な

さ
ん

の
声こ

え

を
聞き

か
せ

て
く

だ
さ

い
。

ま
っ

て
い

ま
す

。
  

学
校

が
っ

こ
う

が
す

こ
し

す

き
じ

ゃ
な

い
の

。
 

ク
ラ

ス
が

う
る

さ

い
。

 

テ
ス

ト
で

１
０

０
点

を
と

り
ま

し
た

。
 

お
か

あ
さ

ん
に

ほ
め

ら
れ

ま
し

た
。

 

楽た
の

し
い

気
持

き
も

ち

ち
や

、
う

れ
し

い

気
持

き
も

ち

ち
、

か
な

し
い

気
持

き
も

ち

ち
も

、

み
な

さ
ん

の
大

切
た

い
せ

つ

な
「

こ
こ

ろ
の

声こ
え

」
で

す
。

 

だ
れ

か
に

話は
な

す
と

、
楽ら

く

し
さ

が
ふ

え
た

り
、

か
な

し
さ

が
へ

っ
た

り

し
ま

す
よ

。
 

給
食

き
ゅ

う
し

ょ
く

が
す

き

じ
ゃ

な
い

け
ど

、

ど
う

し
た

ら
い

い

で
す

か
。

 
い

ち
ど

「
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

」
に

電
話

で
ん

わ

し

た
か

っ
た

の
。

  

友と
も

だ
ち

と
あ

そ
ぶ

と

い
や

な
こ

と
い

わ
れ

ま
す

。
友と

も

だ
ち

と
は

遊あ
そ

び
た

い
け

ど
、

 

や
め

て
ほ

し
い

な
。

 

ク
イ

ズ
の

答
え

：
Q

1
 ③

，
Q

2
 ②

，
Q

3
 ①

  

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

子こ

ど
も

の
権

利
け

ん
り

相
談

室
そ

う
だ

ん
し

つ

『
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

』
 

～
秘

密
ひ

み
つ

は
守ま

も

り
ま

す
～

 

●
電

話
で

ん
わ

で
相

談
そ

う
だ

ん

 
 0

1
2

0
-

2
0

0
-

1
9

5
 
(無

料
む

り
ょ

う

) 

●
会あ

っ
て

相
談

そ
う

だ
ん

 
こ

こ
ろ

の
鈴す

ず

ま
で

来き

て
く

だ
さ

い
。

 

来こ

ら
れ

な
い

時と
き

は
、

お
電

話
で

ん
わ

を
く

だ
さ

い
。

 

●
受

付
う

け
つ

け

時
間

じ
か

ん

 月げ
つ

～
木も

く

・
土

曜
日

ど
よ

う
び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
６

時じ

／
金

曜
日

き
ん

よ
う

び

 
午

後
ご

ご

１
時じ

～
８

時じ

 

●
場ば

  
  

所し
ょ

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

大
手

お
お

て

３
－

８
－

１
３

 
松

本
市

ま
つ

も
と

し

役
所

や
く

し
ょ

大
手

お
お

て

事
務

所
じ

む
し

ょ

２
階か

い

 

「
こ
こ
ろ
の
鈴
 通

信
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
 
松
本
市
役
所
 こ

ど
も
部
 こ

ど
も
育
成
課
 育

成
担
当
ま
で
 

℡
 0
26
3-
34
-3
29
1
 

 

市
役

所
 

松
本

城
 

 
大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

こ
こ

ろ
の

鈴
に

は
、

子
ど

も
だ

け
で

な
く

保
護

者
の

方
か
ら

も
、

子
育
て

の
不

安
・

悩
み

、
学

校
生

活
で
の

心
配
ご

と
な
ど

、
子
ど

も
に
関

す
る
さ

ま
ざ
ま

な
相

談
が

寄
せ
ら

れ
て
い

ま
す
。
 

お
子

さ
ん

が
生

ま
れ

て
か

ら
、

保
育

園
・

幼
稚
園

、
小

学
校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

と
成

長
し

て
い

く
に

つ
れ

、
心

配
な

こ
と

や
不
安

な
こ

と
が

次
々
と

で
て

く
る

と
思

い
ま

す
。
解

決
が

難
し

い
問

題
の

と
き

、
一

人
で

抱
え
込

ん
で

し
ま

う
と
、

い
つ

の
ま
に
か

ど
う

し
た

ら
い
い

か
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

は
、

私
た

ち
「

こ
こ

ろ
の

鈴
」

に
相

談
し

て
く

だ
さ
い

。
 

私
た

ち
は

、
問

題
解

決
に

向
け

て
、

い
つ
も

、
そ

の
子

に
と

っ
て

最
善

な
こ

と
は

何
か
を

、
お

子
さ

ん
の

気
持

ち
に

寄
り

添
い

な
が

ら
一
緒

に
考

え
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き
ま

す
。

そ
の

た
め

、

問
題

解
決

に
時

間
が

か
か
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

し
か
し

、
お

子
さ

ん
が

自
分

の
心
を

み
つ

め
な

が
ら

次
の

ス
テ

ッ
プ

に
進

み
、

主
体

的
に

成
長

し
て

い
く

た
め

に
は
必

要
な

こ
と

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
悩

み
を
抱

え
込
ま

ず
に
私
た

ち
に

相
談
し

て
く
だ

さ
い
。

一
緒
に
考

え
ま
し

ょ
う
。

  
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

擁
護

委
員

 

石
曽

根
 

正
勇

 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本

ま
つ

も
と

を
知し

ろ
う

 

Q
１

 
 

松
本

市
ま

つ
も

と
し

の
マ

ス
コ

ッ
ト

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

の
名

前
な

ま
え

は
何な

ん

な
ん

で
し

ょ
う

？
 

 
 

 
 

①
 ア

ル
ク

マ
  

 
②

 ふ
な

っ
し

ー
  

 
③

 ア
ル

プ
ち

ゃ
ん

  
 

④
 お

お
ま

ぴ
ょ

ん
  

  Q
２

 
 

松
本

市
ま

つ
も

と
し

が
「

楽
都

が
く

と

」
と

呼よ

よ
ば

れ
る

の
に

最も
っ

と

も
関

係
か

ん
け

い

し
て

い
る

の
は

次つ
ぎ

の
う

ち
ど

れ
で

し
ょ

う
？

  

 
 

 
 

①
 松

本
ま

つ
も

と

ぼ
ん

ぼ
ん

  
 

 
②

 セ
イ

ジ
・

オ
ザ

ワ
 松

本
ま

つ
も

と

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
  

 
 

 
 

③
 楽

市
楽

座
ら

く
い

ち
ら

く
ざ

  
 

 
 

 
④

 国
宝

松
本

城
太

鼓
こ

く
ほ

う
ま

つ
も

と
じ

ょ
う

た
い

こ

ま
つ

り
  

Q
３

 
 

ア
ル

プ
ス

ド
リ

ー
ム

コ
ー

ス
タ

ー
が

あ
る

公
園

こ
う

え
ん

は
ど

こ
で

す
か

？
  

 
 

 
 

①
 ア

ル
プ

ス
公

園
こ

う
え

ん

 
 

 
 

 
 

 
 

②
 城

山
公

園
じ

ょ
う

や
ま

こ
う

え
ん

 

 
 

 
 

③
 あ

が
た

の
森

公
園

も
り

こ
う

え
ん

 
 

 
 

 
 

  
 ④

 
信

州
し

ん
し

ゅ
う

ス
カ

イ
パ

ー
ク

  

 

こ
の

ク
イ

ズ
は

、
 

「
松

本
検

定
ま

つ
も

と
け

ん
て

い

ジ
ュ

ニ
ア

コ
ー

ス
」

の
過

去
か

こ

の
問

題
も

ん
だ

い

か
ら

の

出
題

し
ゅ

つ
だ

い

で
す

。
 

答こ
た

え
は

紙
面

し
め

ん

の
ど

こ
か

に
あ

り

ま
す

。
 

 
1
2月

3
日
か
ら

1
2月

21
日

ま
で

、
市

内
小

中
学

校
の

ご
協

力
の

も
と

、
小

学
校
4
年

生
か

ら
中

学
校
3
年

生
ま

で
の
児

童
・

生
徒

の
み
な

さ
ん

に
「

学
校

外
の

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
活

動
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
」

調
査

を
行

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
学

校
外

の
活

動
に

つ
い

て
、

様
々

な
相

談
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

い
て

行
う

も
の

で
す

。
保

護
者

の

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ご

理
解

ご
協

力
を

お
願

い
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 
尚

、
こ

の
調

査
に

つ
い

て
の

お
問

合
せ

は
、

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
 

直
通

電
話

：
０

２
６

３
－

３
６

－
２

５
０

５
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発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」 す

こ
し

ず
つ

寒
く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
今

年
も

あ
と

残
す

と
こ

ろ
１

ヶ
月

で
す

ね
。

 

皆
さ

ん
の

２
学

期
は

ど
う

で
し

た
か

？
 

３
年

生
は

進
学

に
向

け
て

、
受

験
が

あ
り

、
よ

り
一

層
大

切
な

時
期

に
な

っ
て

き
ま

し
た

ね
。

 

皆
さ

ん
の

、
「楽

し
い

こ
と

」
、
「う

れ
し

い
こ

と
」
、
「
つ

ら
い

こ
と

」
、
「
せ

つ
な

い
こ

と
」
な

ど
を

 

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』へ
話

し
て

み
ま

せ
ん

か
。
み

な
さ

ん
の

声
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

自
分

の
悪

口
が

S
N

S
に

投
稿

さ
れ

て
い

る
。

 

友
だ

ち
の

見
て

い
る

サ
イ

ト
が

気
に

な
る

。
や

め
さ

せ
た

い
け

ど
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

。
 

進
路

に
つ

い
て

、
親

と
意

見
が

合
わ

な
い

。
自

分
の

進
路

を
親

が
認

め
て

く
れ

な
い

。
 

友
だ

ち
が

お
ご

っ
て

く
れ

る
け

れ
ど

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

 

ク
ラ

ス
替

え
が

あ
っ

て
、

だ
れ

と
仲

良
く

し
て

よ
い

か
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

学
校

に
は

行
き

た
い

け
れ

ど
。

つ
ま

ら
な

く
感

じ
る

。
 

学
校

で
話

す
人

が
い

ま
せ

ん
。

 

だ
れ

か
と

話
を

し
た

い
。

 

ク
ラ

ス
の

人
が

、
友

だ
ち

の
悪

口
を

話
し

て
い

る
の

を
聞

い

て
、

苦
し

く
な

る
。

 

友
だ

ち
の

輪
に

入
れ

な
い

。
誘

う
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

 こ
こ

ろ
の

鈴
で

は
一

生
懸

命
に

皆
さ

ん
の

お
話

を
聞

か
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

す
っ

き
り

し
た

気

持
ち

に
な

っ
た

り
、

解
決

策
が

浮
か

ぶ
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
私

た
ち

と
一

緒
に

考
え

ま
し

ょ
う

。
 

 
秘

密
は

守
り

ま
す

。
名

前
や

学
校

名
は

言
わ

な
く

て
い

い
で

す
よ

。
  

相
談

員
か

ら
M

e
s
sa

g
e
 

 
松
本
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
で
、
特
に
大
切
に
し
て
い
る
権
利
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

 

 
そ
の

中
の
１
つ

、
「
主
体

的
に

成
長
す

る
権
利
」
は
、

子
ど

も
の
皆

さ
ん
が
、
「

か
け
が

え
の

な
い

自
分

が
大

切
で

尊
い

存
在
で

あ
る
こ

と
を
実

感
で
き

、
主

体
的
に

成
長
し

て
い
く

こ
と
が

で
き
る

よ
う
支

援
さ
れ

る
こ
と
」
で
す
。
自
分
ら
し
く
生
き
た
り
、
自
分
を
大
切
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

『
自

分
ら

し
く

生
き

る
っ

て
ど

ん
な

こ
と

？
」

 
～

見
直

し
て

み
ま

し
ょ

う
～

 

例
え

ば
…

 

自
分

が
好

き
 

⇒
 

ひ
と

も
好

き
 

 
 

 
自

分
の

思
っ

た
こ

と
を

 
⇒

 
言

う
こ

と
が

で
き

る
 

差
別

を
 

⇒
 

さ
れ

な
い

 
 

 
 

 
 

 
い

じ
め

を
 

⇒
 

う
け

な
い

 

夢
を

 
⇒

 
持

つ
こ

と
が

で
き

る
 

 
 

 
教

育
や

授
業

を
 

⇒
 

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
 

趣
味

や
遊

び
を

 
⇒

 
楽

し
め

る
 

 
 

 
失

敗
を

し
た

 
⇒

 
再

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
  

ク
イ

ズ
の

答
え

：
Q

1
 ④

，
Q

2
 ③

，
Q

3
  ②

，
Q

4
 ④

，
Q

5
 ②

，
Q

6
 ②

  

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』
 

 
 

～
秘

密
は

守
り

ま
す

～
 

●
 受

付
時

間
  

 
 

月
～

木
・

土
曜

日
 

午
後

１
時

～
６

時
／

金
曜

日
 

午
後

１
時

～
８

時
 

●
 場

 
 

所
 

 
 

松
本

市
大

手
３

－
８

－
１

３
 

松
本

市
役

所
大

手
事

務
所

２
階

 

●
 電

話
で

相
談

 
 

0
1

2
0

-
2

0
0

-
1

9
5

（
無

料
）

 

●
 会

っ
て

相
談

 
 

こ
こ

ろ
の

鈴
ま

で
お

越
し

い
た

だ
く

か
、

お
電

話
を

く
だ

さ
い

。
 

●
 メ

ー
ル

で
相

談
 

k
o
d

o
m

o
-
s
@

c
it
y.

m
a
ts

u
m

o
to

.lg
.jp

 

「
こ
こ
ろ
の
鈴
 通

信
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
 
松
本
市
役
所
 こ

ど
も
部
 こ

ど
も
育
成
課
 育

成
担
当
ま
で
 

℡
 0
26
3-
34
-3
29
1
 

 

市
役

所
 

松
本

城
 

 
大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

石
曽

根
 

正
勇

 

こ
こ

ろ
の

鈴
に

は
、

子
ど

も
だ

け
で

な
く

保
護

者
の

方
か
ら

も
、

子
育
て

の
不

安
・

悩
み

、
学

校
生
活
で
の
心
配
ご
と
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

お
子

さ
ん

が
生

ま
れ

て
か

ら
、

保
育

園
・

幼
稚
園

、
小

学
校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

と
成

長
し

て
い
く
に
つ
れ
、
心
配
な
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
次
々
と
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
解
決
が
難
し

い
問
題
の
と
き
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
い
つ
の
ま
に
か
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

は
、

私
た

ち
「

こ
こ

ろ
の

鈴
」

に
相

談
し

て
く
だ
さ
い
。
 

私
た

ち
は

、
問

題
解

決
に

向
け

て
、

い
つ
も

、
そ

の
子

に
と

っ
て

最
善

な
こ

と
は

何
か
を

、
お

子
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

問
題

解
決

に
時

間
が

か
か
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

し
か
し

、
お

子
さ

ん
が

自
分

の
心
を

み
つ

め
な

が
ら

次
の

ス
テ

ッ
プ

に
進

み
、

主
体

的
に

成
長

し
て

い
く

た
め

に
は
必

要
な

こ
と

だ
と

考
え

て
い

ま
す
。
 

 
悩

み
を
抱

え
込
ま

ず
に
私

た
ち
に

相
談
し

て
く
だ

さ
い
。

一
緒

に
考

え
ま
し

ょ
う
。

 
 

 
 
 
 
 
 

松
本

を
知

ろ
う

 

Q
１

 
松

本
市

は
「

○
○

寿
命

延
伸

都
市

」
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

○
○

に
入

る
言

葉
は

？
 

 
 

 
①

 運
動

  
 

②
 生

活
 

 
③

 睡
眠

  
 

④
 健

康
 

Q
２

 
松

本
市

を
表

す
３

つ
の

「
ガ

ク
都

」
に

当
て

は
ま

ら
な

い
の

は
？

 

 
 

 
①

岳
都

 
 

 
②

楽
都

 
 

 
③

郭
都

 
 

 
④

学
都

 

Q
３

 
松

本
の

西
側

に
そ

び
え

る
3

0
0

0
メ

ー
ト

ル
位

の
山

々
は

な
ん

と
呼

れ
て

い
ま

す
か

？
  

 
 

 
①

 西
ア

ル
プ

ス
  

 
②

 北
ア

ル
プ

ス
  

 
③

 東
ア

ル
プ

ス
  

 
④

 南
ア

ル
プ

ス
 

Q
４

 
松

本
城

の
歴

代
の

藩
主

（
殿

様
）

と
し

て
正

し
く

な
い

の
は

ど
れ

で
す

か
？

  

 
 

 
①

 松
平

氏
  

 
②

 石
川

氏
  

 
③

 小
笠

原
氏

  
 

④
 上

杉
氏

 

Q
５

 
松

本
山

雅
フ

ッ
ト

ボ
ー

ル
ク

ラ
ブ

の
公

式
マ

ス
コ

ッ
ト

は
ど

れ
で

す
か

？
  

 
 

 
①

 ア
ル

ク
マ

  
②

 ガ
ン

ズ
く

ん
  

③
 く

ま
モ

ン
  

④
 ひ

こ
に

ゃ
ん

  

Q
６

 
桜

の
名

所
に

な
っ

て
い

る
、

東
日

本
で

最
古

級
の

古
墳

の
名

前
は

ど
れ

で
す

か
？

  

 
 

 
①

 針
塚

古
墳

 
 

②
 弘

法
山

古
墳

 
③

 鍬
形

古
墳

 
 

④
 森

将
軍

塚
古

墳
 

 

こ
の

ク
イ

ズ
は

、
 

「
松

本
検

定
ジ

ュ
ニ

ア
コ

ー
ス

」
の

過
去

の
問

題

か
ら

の
出

題
で

す
。

 

答
え

は
紙

面
の

ど
こ

か
に

あ
り

ま
す

。
 

 
12

月
3
日

か
ら

12
月

2
1日

ま
で

、
市

内
小

中
学

校
の

ご
協

力
の

も
と

、
小

学
校

4
年

生
か

ら
中

学
校

3年
生

ま
で

の
児

童
・

生
徒

の
み

な

さ
ん

に
「
学
校

外
の
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
活

動
に
つ

い
て

の
ア
ン

ケ
ー

ト
」
調

査
を

行
っ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

学
校

外
の
活

動
に

つ
い

て
、

様
々

な
相

談
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

い
て

行
う

も
の

で
す

。
保

護
者

の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

 
尚

、
こ

の
調

査
に

つ
い

て
の

お
問

合
せ

は
、

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

「
こ

こ
ろ

の
鈴

」
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
市
子
ど
も
の
権
利
相
談
室
「
こ
こ
ろ
の
鈴
」
 
直
通
電
話
：
０
２
６
３
－
３
６
－
２
５
０
５
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○ 第 13 号「こころの鈴通信」（中高校生版） 

 

 

 

 
発

行
元

：
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

相
談

室
 

「こ
こ

ろ
の

鈴
」  

平
成

最
後

の
年

、
平

成
３

１
年

（
２

０
１

９
年

）
に

な
り

ま
し

た
ね

。
 

 
今

年
の

干
支

は
、
十

二
支

の
１

２
番

目
の

「
亥

（い
の

し
し

）」
で

す
。
亥

年
の

特
徴

は
「
勇

気
と

冒
険

」だ
そ

う
で

す
。

 

 
あ

な
た

の
１

年
が

、
勇

気
と

冒
険

に
満

ち
、

素
敵

な
こ

と
が

た
く
さ

ん
あ

る
よ

う
に

願
っ

て
い

ま
す

。
 

自
分

の
悪

口
が

S
N

S
に

投
稿

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

部
活

を
続

け
る

か
迷

っ
て

い
ま

す
。

や
め

る
と

、
他

の
人

に
悪

い
気

が
し

ま
す

。
 

進
路

に
つ

い
て

、
親

と
意

見
が

合
い

ま
せ

ん
。

自
分

の
進

路
を

親
が

認
め

て
く

れ
ま

せ
ん

。
 

親
と

の
関

係
が

悪
い

で
す

。
決

め
つ

け
た

言
い

方
を

さ
れ

ま

す
。

進
学

し
て

家
か

ら
離

れ
た

い
け

れ
ど

…
。

 

テ
ス

ト
の

点
数

が
下

が
っ

て
し

ま
っ

て
、

自
分

に
は

価
値

が
な

く
な

っ
た

よ
う

な
気

が
し

ま

す
。

 

学
校

に
は

行
き

た
い

け
れ

ど
。

つ
ま

ら
な

く
感

じ
ま

す
。

 

好
き

な
子

が
い

ま
す

。
休

み
に

な
っ

て
距

離
が

遠
く

な
っ

た
気

が
し

ま
す

。
ど

う
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

。
 

高
校

を
卒

業
し

た
い

け
ど

、
学

校
に

行
く

の
が

つ
ら

い
で

す
。

 

明
日

テ
ス

ト
が

あ
る

け
ど

、
な

に
も

勉
強

を
し

て
い

ま
せ

ん
。

 

成
績

が
悪

い
と

親
に

叱
ら

れ
る

か
も

。
 

 こ
こ

ろ
の

鈴
で

は
一

生
懸

命
に

皆
さ

ん
の

お
話

を
聞

か
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

す
っ

き
り

し
た

気

持
ち

に
な

っ
た

り
、

解
決

策
が

浮
か

ぶ
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
私

た
ち

と
一

緒
に

考
え

ま
し

ょ
う

。
 

 
秘

密
は

守
り

ま
す

。
名

前
や

学
校

名
は

言
わ

な
く

て
い

い
で

す
よ

。
  

相
談

員
か

ら
M

e
s
sa

g
e
 

 
松

本
市

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

条
例

で
、

特
に

大
切

に
し

て
い

る
権

利
が

４
つ

あ
り

ま
す

。
 

 
そ

の
中

の
１

つ
、

「
主

体
的

に
成

長
す

る
権
利

」
は

、
子

ど
も

の
皆

さ
ん
が

、
「

か
け
が

え
の

な
い

自
分

が
大

切
で

尊
い

存
在

で
あ

る
こ

と
を

実
感

で
き

、
主

体
的

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
さ

れ

る
こ

と
」

で
す

。
自

分
ら

し
く

生
き

た
り

、
自

分
を

大
切

に
生

活
し

て
い

く
こ

と
が

保
障

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

『
自

分
ら

し
く

生
き

る
っ

て
ど

ん
な

こ
と

？
」

 
～

見
直

し
て

み
ま

し
ょ

う
～

 

例
え

ば
…

 

自
分

が
好

き
 

⇒
 

ひ
と

も
好

き
 

 
 

 
自

分
の

思
っ

た
こ

と
を

 
⇒

 
言

う
こ

と
が

で
き

る
 

差
別

を
 

⇒
 

さ
れ

な
い

 
 

 
 

 
 

 
い

じ
め

を
 

⇒
 

う
け

な
い

 

夢
を

 
⇒

 
持

つ
こ

と
が

で
き

る
 

 
 

 
教

育
や

授
業

を
 

⇒
 

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
 

趣
味

や
遊

び
を

 
⇒

 
楽

し
め

る
 

 
 

 
失

敗
を

し
た

 
⇒

 
再

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
  

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
相

談
室

『
こ

こ
ろ

の
鈴

』
 

 
 

～
秘

密
は

守
り

ま
す

～
 

●
 受

付
時

間
  

 
 

月
～

木
・

土
曜

日
 

午
後

１
時

～
６

時
／

金
曜

日
 

午
後

１
時

～
８

時
 

●
 場

 
 

所
 

 
 

松
本

市
大

手
３

－
８

－
１

３
 

松
本

市
役

所
大

手
事

務
所

２
階

 

●
 電

話
で

相
談

 
 

0
1

2
0

-
2

0
0

-
1

9
5

（
無

料
）

 

●
 会

っ
て

相
談

 
 

こ
こ

ろ
の

鈴
ま

で
お

越
し

い
た

だ
く

か
、

お
電

話
を

く
だ

さ
い

。
 

●
 メ

ー
ル

で
相

談
 

k
o
d

o
m

o
-
s
@

c
it
y.

m
a
ts

u
m

o
to

.lg
.jp

 

「
こ
こ
ろ
の
鈴
 通

信
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
 
松
本
市
役
所
 こ

ど
も
部
 こ

ど
も
育
成
課
 育

成
担
当
ま
で
 

℡
 0
26
3-
34
-3
29
1
 

 

市
役

所
 

松
本

城
 

 
大

手
事

務
所

２
階

 

こ
こ

ろ
の

鈴
 

松
本

市
子

ど
も

の
権

利
擁

護
委

員
 

石
曽

根
 

正
勇

 

こ
こ

ろ
の

鈴
に

は
、

子
ど

も
だ

け
で

な
く

保
護

者
の

方
か
ら

も
、

子
育
て

の
不

安
・

悩
み

、
学

校
生

活
で
の

心
配
ご

と
な
ど

、
子
ど

も
に
関

す
る
さ

ま
ざ
ま

な
相

談
が

寄
せ
ら

れ
て
い

ま
す
。
 

お
子

さ
ん

が
生

ま
れ

て
か

ら
、

保
育

園
・

幼
稚
園

、
小

学
校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

と
成

長
し

て
い

く
に

つ
れ

、
心

配
な

こ
と

や
不
安

な
こ

と
が

次
々
と

で
て

く
る

と
思

い
ま

す
。
解

決
が

難
し

い
問

題
の

と
き

、
一

人
で

抱
え

込
ん
で

し
ま

う
と
、

い
つ

の
ま

に
か

ど
う

し
た

ら
い
い

か
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

は
、

私
た

ち
「

こ
こ

ろ
の

鈴
」

に
相

談
し

て
く

だ
さ
い

。
 

私
た

ち
は

、
問

題
解

決
に

向
け

て
、

い
つ
も

、
そ

の
子

に
と

っ
て

最
善

な
こ

と
は

何
か
を

、
お

子
さ

ん
の

気
持

ち
に

寄
り

添
い

な
が

ら
一
緒

に
考

え
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き
ま

す
。

そ
の

た
め

、

問
題

解
決

に
時

間
が

か
か
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

し
か
し

、
お

子
さ

ん
が

自
分

の
心
を

み
つ

め
な

が
ら

次
の

ス
テ

ッ
プ

に
進

み
、

主
体

的
に

成
長

し
て

い
く

た
め

に
は
必

要
な

こ
と

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
悩

み
を
抱

え
込
ま

ず
に
私

た
ち
に

相
談
し

て
く
だ

さ
い
。

一
緒

に
考

え
ま
し

ょ
う
。

  

 
 

 
 

 
 

松
本

を
知

ろ
う

 

Ｑ
１

 
松

本
市

の
市

制
施

行
は

明
治

何
年

の
５

月
１

日
？

 

 
①

明
治

３
０

年
 

 
 

②
明

治
３

５
年

 
 

 
③

明
治

４
０

年
 

 
 

④
明

治
４

５
年

 

Ｑ
２

 
河

童
橋

周
辺

を
舞

台
に

書
か

れ
た

『
河

童
』

は
誰

が
書

い
た

？
 

 
①

中
里

介
山

 
 

 
②

臼
井

吉
見

 
 

 
③

芥
川

龍
之

介
 

 
 

④
北

杜
夫

 

Ｑ
３

 
日

本
百

名
山

の
1

つ
で

、
松

本
か

ら
見

え
る

三
角

形
の

山
容

が
特

徴
的

な
北

ア
ル

プ
ス

の
シ

ン
ボ

ル
的

存
在

の
山

は
？

 

 
①

槍
ヶ

岳
 

 
 

②
常

念
岳

 
 

 
③

蝶
ヶ

岳
 

 
 

④
美

ヶ
原

 

Ｑ
４

 
松

本
平

最
古

の
弘

法
山

古
墳

の
形

は
ど

れ
？

 

 
①

前
方

後
円

墳
 

 
 

②
前

円
後

円
墳

 
 

 
③

前
方

後
方

墳
 

 
 

④
前

円
後

方
墳

 

Ｑ
５

 
松

本
城

天
守

の
大

天
守

の
高

さ
は

？
 

 
①

1
6

.8
m

 
 

 
②

1
8

.5
m

 
 

 
③

2
9

.4
m

 
 

 
④

3
1

.6
m

 

Ｑ
６

 
松

本
が

生
ん

だ
世

界
的

な
前

衛
芸

術
家

・
草

間
彌

生
が

描
い

た
代

表
的

な
野

菜
は

ど
れ

？
 

 
①

き
ゅ

う
り

 
 

 
②

さ
つ

ま
い

も
 

 
 

③
か

ぼ
ち

ゃ
 

 
 

④
な

す
 

Ｑ
７

 
松

本
市

の
目

指
す

べ
き

都
市

像
「

健
康

寿
命

延
伸

都
市

・
松

本
」

の
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

は
？

 

 
①

健
康

に
生

き
る

 
 

②
楽

し
く

生
き

る
 

 
③

綺
麗

に
生

き
る

 
 

④
美

し
く

生
き

る
 

Ｑ
８

 
次

の
山

岳
の

う
ち

活
火

山
は

？
 

 
①

槍
ヶ

岳
 

 
 

②
奥

穂
高

岳
 

 
 

③
前

穂
高

岳
 

 
 

④
焼

岳
 

Ｑ
９

 
松

本
平

の
方

言
で

「
良

く
な

い
、

悪
い

」
を

意
味

す
る

の
は

？
 

 
①

ゴ
シ

タ
イ

 
 

 
②

テ
キ

ナ
イ

 
 

 
③

オ
ゾ

イ
 

 
 

④
ツ

モ
 

Ｑ
1

0
 

松
本

が
舞

台
の

映
画

「
o
ra

n
g
e
」

で
主

人
公

高
宮

菜
穂

役
を

演
じ

た
俳

優
は

？
 

 
 

 
①

宮
﨑

あ
お

い
 

 
 

②
井

上
真

央
 

 
 

③
長

澤
ま

さ
み

 
 

 
④

土
屋

太
鳳

  

こ
の

ク
イ

ズ
は

、
 

「
第

1
1

回
松

本
検

定
基

本

コ
ー

ス
」

の
問

題
か

ら
の

出

題
で

す
。

 

答
え

は
紙

面
の

ど
こ

か
に

あ

り
ま

す
。

 

ク
イ

ズ
の

答
え

：
Q

1
 ③

，
Q

2
 ③

，
Q

3
  ②

，
Q

4
 ③

，
Q

5
 ③

，
Q

6
 ③

，
Q

7
 ④

, 
Q

８
 ④

, 
Q

９
 ③

, 
Q

1
0
 ④
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Ⅵ 研修・会議 

１ 研修について 

相談員のスキルアップのために相談室内研修を実施したり、他機関の主催する研修に参加をし

ています。平成３０年度は９回の研修に参加しました（表１３）。 

 

 

  

表１３：研修参加一覧 

№ 月日 研修会 講師 参加者

1 4月9日
相談支援スペースはぐルッポ主催
川崎市子ども夢パーク視察

ＮＰＯ法人フリースペース
たまりば
理事長　西野博之 氏

室長

2 5月10日 第1回「松本市発達障害児相談支援研修会」
信州大学医学部附属病院
子どものこころ診療部
部長　本田秀夫 氏

室長・相談員1名

6月14日

7月19日

7月31日

4 6月25日
こども福祉課
「離婚家庭の子どもとその親に携わる
　関係職員の研修会」

離婚後の子どもの権利を守る
『親子ネットNAGANO』
代表　堤則明 氏

相談員1名

5 8月4日
豊田市　10周年記念シンポジウム
「子どもの声を聴く
　～いじめで苦しむ子どもをなくそう～」

元　西尾市いじめ相談員
大河内祥晴 氏

擁護委員1名

6 9月7日
人権・男女共生課
「相談業務に携わる職員を対象とした
　性的マイノリティに関する研修」

信州大学学術研究院保健学系
広域看護学領域公衆衛生看護学
山崎明美 氏

相談員1名

7 10月25日
松本広域連合
「個人情報保護法とコンプライアンス研修」

㈱インソース　内藤悟 氏 相談員2名

8 10月26日
県生涯学習推進センター
「子どもの貧困問題と対策」

法政大学現代福祉学部
教授　湯浅誠 氏

相談員1名

9
2月10日
2月11日

『地方自治と子ども施策』
　全国自治体シンポジウム2018宗像

擁護委員1名
相談員1名

相談室内研修「電話相談の特徴」
ロールプレイ「不登校生徒の親の相談」

室長
相談員3名
こども育成課2名

3
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２ 事例検討会議について 

子どもの権利擁護委員と子どもの権利相談室は、各種会議を開催し、子どもの問題解決に向け

た方針や対応策等を協議検討しています。 

 

（１） 会議の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 開催状況 

年４９回開催しました。擁護委員会議は２４回、相談員会議は２５回開催で、今年度は、擁

護委員事例検討会議は開催しませんでした（表１４）。 

 

 

 

 

 

 

 

相談記録作成 

相談員会議 

擁護委員会議 

① 相談終結 

② 相談継続 

③ 調整 

④ 調査 

相 談 
調査相談員は、電話、メール、面接、ＦＡＸ等での相談を受付けます。 

 

 

相談内容について記録を作成します。 

調査相談員は常時記録に目を通し、担当外の案件を把握しておきます。

緊急性が高い場合は、すぐに擁護委員に連絡し、指示を受けます。 

 

相談員会議は、原則月２回開催します。 

担当から報告を受け、対応について協議します。 

また、擁護委員会議にかける案件を検討します。 

 

擁護委員全員が出席する擁護委員会議は原則月２回開催します。 

日程調整等が難しい場合は、各擁護委員と相談員で事例検討会議を開

催します。 

調査相談員より相談内容の報告を受け、対応調査等への指示や、処遇

の検討、申立てや自己発意等の検討を行います。 

表１４：月別会議開催状況 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

相談員会議 3 1 3 3 1 2 2 3 1 2 2 2 25

擁護委員会議 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

擁護委員　事例検討会議 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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３ 意見交換等について 

子どもの相談調整を円滑に行うために、関係機関と意見交換をし、子どもの権利相談室「ここ

ろの鈴」の活動へのご協力をお願いし、今後の活動につなげています。 

 

（１）教育長との意見交換 

ア 開催日:１０月９日 

イ 場所：教育委員会室 

ウ 出席者：教育長、学校指導課 課長、主任指導主事、 

こども育成課 課長、係長、擁護委員３名、室長 

エ 内容：「学校外の活動についてのアンケート」について 

（２）教育委員会との意見交換 

ア 開催日：１１月１５日 

イ 場所：教育委員会室 

ウ 出席者：教育長、教育委員４名、教育部長、教育政策課課長、学校指導課課長、 

学校教育課課長、こども部長、こども育成課長、係長、擁護委員１名、室長 

エ 内容：「学校外の活動についてのアンケート」について 

（３）教育委員会との意見交換 

ア 開催日：平成３１年１月１７日 

イ 場所：教育委員会室 

ウ 出席者：教育長、教育委員４名、教育部長、教育政策課課長、学校指導課課長、 

学校教育課課長、こども部長、こども育成課長、係長、擁護委員２名、室長 

エ 内容： 

(ア) 子どもの権利相談室「こころの鈴」 相談状況について 

(イ) 平成３０年度 相談増加している背景について 

(ウ) 昨年度の相談から 教職員の指導対応について 

(エ) 質疑応答、意見交換 
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Ⅶ 子どもの権利相談室 こころの鈴 相談員からメッセージ 

 

「こころの鈴のカタチ」 

室長・調査相談員  塚原 文子 

 

平成 30 年度の「こころの鈴」は、延べ相談件数や相談者数、面接相談が大幅に増えたことが特徴

的でした。 

それは、ある高校生の相談が影響しています。開設以来、「こころの鈴」にはこの様な経験がな

く、相談室の役割や、子どもの相談や子ども自身を支えることとはどんなことなのか、より深く考

えるきっかけになりました。 

子ども自らが毎日「こころの鈴」に訪れる時に、主体性を確保しながらも、どんな対応をしてい

けばよいのか。ここにしか子ども自身がホッとできる居場所がない場合、家族や学校に対してどの

ような調整が必要なのか。他の相談との兼ね合いや、相談員の限界値もありながら、どの様な方向

に進めていけばよいのか。擁護委員の先生方を含め、皆で検討してきた 1年でもありました。 

時折、会議の中では、相談者自身の「依存」についての意見も出ました。相談者が依存しないよ

うな配慮が必要だったのか、深く関わりすぎではないのか、家族関係修復の足かせになるのではな

いのか等、様々なジレンマが「こころの鈴」や私自身に生じていました。 

ただ、相談員会議の中で「この支援を 100 人はできないかもしれない。でも今それを考えるより

も、この相談支援を継続していこう」という方向性が決まり、「こころの鈴」の価値観が自由で「い

いな」と感じた瞬間でした。 

私は、精神的に未熟な子どもが変化を望み、大人に相談して頼ることは自然のことであり、「こ

ころの鈴」がその子どもたちの主体性を大切にしながら解決の道のりを支えていくことが大切だと

考えています。相談員である大人が、子ども自身や子どもを取り巻く環境を評価し、改善すること

よりも、子ども自身が問題をどの様に考え、どのように解決していきたいのか考えるプロセスこそ

が、「こころの鈴のカタチ」であり、子どもの権利で大切にしている「主体的に成長できるための

支援」だと思います。子どもが試行錯誤したり、失敗したりして進む道のりは、大人には歯がゆい

こともありますが、子ども自身で考え乗り越えていくことが、大人になってもその人の力となって

いきます。 

子どもの権利を支える相談員である私たちは、個々の価値観や「こころの鈴」の価値観を意識し、

より柔軟であることを大切にしていきます。 

いつも、子どもの成長する力を信じ、そして共に歩む存在でありたいと思います。 
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「親のこころと子のこころ」 

調査相談員 濱田 まなみ 

 

 十数年前、故河合隼雄氏の講演会で「親孝行したいときには親はなし」と言いますが、今は「親

孝行したくないのに親はいて」というくらい長寿社会ですね。と笑いながら話されていたことをふ

っと思い出した。子が大人になって親の気持ちがわかる頃になって、親孝行したいと思っても親は

いないというのだが……。 

 一方、「親のこころ、子しらず」といいますが、相談員という仕事をし、子どもの思いを聴いてい

るとつい思ってしまうのは「子のこころ、親知らず」なのです。 

子どもさんが学校に行けない、あるいは問題行動がある。親として、心配で心配でしかたがない

でしょう。大切な子どもだからこその思いです。このまま学校へ行かなかったら、この子の人生は

どうなってしまうのだろう。こんな問題行動ばかりおこしていて、法に触れるようなことをしてし

まったら、この子の人生どころか、家族の人生だってめちゃくちゃになってしまう。今の状況では、

幸せな人生なんてありえないと思われる方もいらっしゃるようです。 

でも、将来のことはわかりません。子どもの将来をイメージして、不安になるよりも、子どもの

話を聴くのはどうでしょう。今のこの子の学校へ行きたくても行けない苦しさ。問題行動を起こし

てしまうその奥にある子どもの寂しさ、悲しさ。今の問題を解決するためには、子どものこころに

近づくことだと思うのです。 

子どもが苦しいこころのとき、「良い悪い」とか、「甘やかし」とか、とりあえず横において、本

当の子どものこころを感じることができたら、おのずと親のとる方向も見えるように思うのですが。 

とはいうものの、かくいう私も、親の立場になると、わが子の将来にマイナスのイメージを勝手

に作って不安になっていたなと思います。親が安定していることが大切だと頭でわかっていても、

大切な存在のわが子が悩み苦しんでいるのを信じて見守ることの難しさをいやというほど体験して

きたはずなのです。 

親には親の苦しさが、子には子の苦しさがというのが現実の姿でしょう。親の思いも、子の思い

もしっかり聴かせていただくことから相談は始まります。話を聴いているだけで、子ども自ら問題

を解決してしまうこともありますし、親御さんの口から「やさしい子なんですよね」なんてふと漏

れることもあります。こんなときは、相談員としてご褒美をいただいたと思います。 

子どもの権利というけれど、大人も子どもも主体的に生きることを支援できる相談員でありたい

と思っています。 
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「みんなだいじ  あなたも・わたしも」 

調査相談員  髙橋 章子 

 

子ども権利相談室こころの鈴では、相談室での相談の他に児童センターや、児童クラブの訪問が

あります。目的は普及・啓発活動の一環として『権利って何かな？』を子ども達と一緒に考え、そ

の場所で相談も受ける機会です。 

訪問時は、どの児童館や児童センターも学校からの宿題、好きな遊び、みんなでおやつを食べる

等、子ども達の元気で明るい雰囲気が伝わります。 

 ある児童館を午後訪問した時のことです。この日は、下校時間の関係で小学校一年生と二年生が

集まってくれました。権利についてわかりやすく理解してもらうように、相談員が小学生役になり、

一緒に遊びたい役と仲間はずれにする役で、寸劇をしました。すると、相談員が演じている途中、

一人の男子が突然立ち上がり「友達に声をかけてみたら？」「相手の子。無視しないでよ！」と互い

の役の相談員に、とてもはっきりした口調でした。その男子は、仲間はずれにされてしまう姿に、

その場を見ていられなかったのか、以前同じような経験をしたのか分かりません。勇気を持って発

言したことに「そうだよ。仲間はずれは可哀そうだよ。」と周りの子ども達も言い始め、友達との関

わりや互いの気持ちについて話し合う前に、次々子ども達から意見もあり、相談員が一緒に考えて

もらいたいことが子ども達と通じ合えたような思いがしました。 

 こころの鈴相談室では、「友達にどう言えばいいかな？」「どうしたら相手にわかってもらえるか

な？」等の相談があります。「相手に言えるかな？」「もし思うようにならなかったら代弁してもら

う？」「自分で決められる？」と方向を一緒に考えたり、選択しながら、悩みや悲しい気持ちに寄り

添ってあげたいと思います。それも今回の児童館での経験から子ども達から教えてもらった気がし

ます。 

 松本市の条例の中で、大切にされている権利の中に、子どもが安心して生きることが掲げられて

います。子どもの気持を大人の目線で引き上げず、先走りしないようにすることが子ども自身安心

して行動に移せるのではないでしょうか。 

目まぐるしく、忙しい社会の中で「慌てないでいいよ。ゆっくり考えていいよ。」と子どもを 

見守り励ます社会や大人でいたいと思います。 

「こころの鈴ですか？嬉しかったです。聞いてもらっていいですか？」小学生からの電話があり

ました。聞いていて、頑張ったことが願いに結びついたと思います。頑張ったことを認め共に喜び

ながら、私の心も和ませてくれた一時でした。 
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「子どもたちの心の叫び」 

調査相談員  大蔦 富久 

 

昨年 6月、こころの鈴の調査相談員に任じられました。最初に受けた電話相談で「今日、僕の誕

生日なんだ。ハッピーバースデー歌ってくれる」と言われ少し面喰いました。しかし、口から出た

のは「いいよ、おめでとう歌ってあげる」と言ってハッピーバースデーを最後まで大きな声で歌い

ました。その子がとても喜んでくれ「ありがとう」と言って電話を切りました。 

 ある子は、友達グループの輪からはみだされてしまいとても辛く苦しい日々を送っている現状を、

涙ながらに話をしてくれました。どこかのグループに所属していないと不安でたまらず、食事もの

どを通らなくなり、学校にも行けなくなります。真の友達はそんないやなことするのかな、相手の

傷つけるような言動・行動をするのかな、その子たちは真の友達かな。真の友達は、一生をかけて

見つけるものだし、簡単に見つけることはできないと思います。 

 学校の先生と子どもとの関係も慎重な対応が求められると感じます。ちょっとしたボタンの掛け

違いが子どもにとっては大きな傷として残り、取り返すことが困難な状態に陥ります。そのことが、

学校生活のあらゆる部分に波及し、子どもの未来に大きな影響が出てきます。 

 親子の関係もボタンの掛け違いが見受けられます。親は、子どもを見ているようで見えていない

部分がたくさんあります。また、子どもは親を甘え頼る時期から親を乗り越え卒業する時期へと成

長をしていきます。子どもは、親を乗り越えた時に親に対してやさしさを持つことができ、大切に

しなければと思えるのです。 

 学校外の活動におけるアンケート調査結果によれば、嫌な思いをしている子どもたちが小学生 242

人、中学生 122 人、合計 364 人が嫌な思いをしていると答えてくれました。嫌な思いはしているが

コーチに逆らえず、我慢をしたりだれにも相談できない子どもがいます。指導者の指導の在り方も

今、問われていると思います。その活動の楽しさ・喜びを教えることが、子どもの能力を伸ばす最

大のポイントであると考えます。 

 「こころの鈴」には、たくさんのいろいろな相談があります。その相談は、子どもからも親から

もあるいは祖父母からもあります。今、子どもが何を感じ、何に怯え、何をどうしたいのか、一緒

に考えることがとても大切であると思います。子どもの身近にいる親・兄弟・姉妹・先生・祖父母、

あるいは近所の人々が真剣に向き合うことで解決される事柄がたくさんあると思います。 

 是非、近くにいる大人たちは「子どもの心の叫び」に耳を傾け、子どもが主体的に物事を考え行

動できる体制を作っていくことが重要であると感じます。 

 最後になりますが、「こころの鈴」の擁護委員の先生方は、子どもの権利侵害に対して毅然とした

対応をこれからも行っていきます。私は調査相談員として、子どもが安心して自分らしく生きるこ

とができ、主体的に成長し、社会に積極的に参加できることを強く願って、子どもと一緒に考え、

悩み、明るく・元気に・前向きに対応していきます。 
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○松本市子どもの権利に関する条例 

平成２５年３月１５日 

条例第５号 

前文 

わたしたちは、「すべての子どもにやさしいまち」をめざします。 

１ どの子もいのちと健康が守られ、本来もっている生きる力を高めながら、社会の一員と

して成長できるまち 

２ どの子も愛され、大切に育まれ、認められ、家庭や学校、地域などで安心して生きるこ

とができるまち 

３ どの子も松本の豊かな美しい自然と文化のなかで、のびのびと育つまち 

４ どの子も地域のつながりのなかで、遊び、学び、活動することができるまち 

５ どの子も自由に学び、そのための情報が得られ、支援が受けられ、自分の考えや意見を

表現でき、尊重されるまち 

６ どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるまち 

子どもの権利は、子どもが成長するために欠くことのできない大切なものです。 

日本は、世界の国々と子どもの権利に関して条約を結び、子どもがあらゆる差別を受ける

ことなく、子どもにとって最も良いことは何かを第一に考え、安心して生き、思いや願いが

尊重されるなど、子どもにとって大切な権利を保障することを約束しています。 

子どもは、生まれながらにして、一人の人間として尊重されるかけがえのない存在です。 

子どもは、赤ちゃんのときから思いを表現し、生きる力をもっています。 

子どもは、障がい、国籍、性別などにかかわらず、また、貧困、病気、不登校などどんな

困難な状況にあっても、尊い存在として大切にされます。 

子どもは、一人ひとりの違いを「自分らしさ」として認められ、虐待やいじめ、災害など

から守られ、いのちを育み健やかに成長していくことができます。また、子どもは、感じた

こと、考えたことを自由に表現することができ、自分にかかわるさまざまな場に参加するこ

とができます。 

子どもは、自分の権利が大切にされるなかで、他の人の権利も考え、自他のいのちを尊び、

子どもどうし、子どもとおとなのいい人間関係をつくることができるようになります。 

おとなは、子どもの思いを受け止め、子どもの声に耳を傾け、子どもの成長と向き合いま

す。おとなは、それぞれの役割と責任を自覚しながら、お互いに力を合わせ、子どもの育ち

を支援します。そして、おとなも、家庭や学校、地域などで子どもと共に歩むことができる



 

よう支援されます。 

松本には、四季折々の豊かで美しい自然と子どもの育ちを支える地域のつながりがあり、

ふるさと松本を愛する人たちがいます。そんな松本で、子どもの権利を保障し、すべての子

どもにやさしいまちづくりをめざして、日本国憲法及び児童の権利に関する条約（以下「子

どもの権利条約など」といいます。）の理念をふまえ、ここに松本市子どもの権利に関する

条例を制定します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、子どもの健やかな育ちを支援し、子どもの権利を実現していくために、

市やおとなの役割を明らかにするとともに、子どもにかかわるすべてのおとなが連携し、

協働して、すべての子どもにやさしいまちづくりを進めることを目的とします。 

（言葉の意味） 

第２条 この条例で「子ども」とは、松本市に住んでいたり、学んでいたり、活動をしたり

している１８歳未満の人をいいます。ただし、これらの人と等しく権利を認めることがふ

さわしい人も含みます。 

２ この条例で「育ち学ぶ施設」とは、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に定める

児童福祉施設、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定める学校その他の子どもが育

ち、学び、活動するために利用する施設をいいます。 

３ この条例で「保護者」とは、親や児童福祉法に定める里親その他親に代わり子どもを養

育する人をいいます。 

（市やおとなの役割） 

第３条 市は、子どもの権利を尊重し、あらゆる施策を通じてその権利の保障に努めます。 

２ 保護者は、家庭が子どもの人格形成や健やかな成長の基礎となる大切な場であること、

そして子育てに第一に責任を負うことを認識し、年齢や成長に応じた支援を行い、子ども

の権利の保障に努めます。 

３ 育ち学ぶ施設の設置者、管理者や職員（以下「育ち学ぶ施設関係者」といいます。）は、

育ち学ぶ施設が子どもの健やかな成長にとって重要な役割を果たすことを認識し、子ども

が主体的に考え、学び、活動することができるよう支援を行い、子どもの権利の保障に努

めます。 

４ 市民は、地域が子どもの育つ大切な場であることを認識し、子どもの健やかな成長を支

援するよう努め、子どもの権利の保障に努めます。 



 

５ 市、保護者、育ち学ぶ施設関係者、市民、事業者（以下「市など」といいます。）は、

子どもにとって最も良いことは何かを第一に考え、お互いに連携し、協働して子どもの育

ちを支援します。 

６ 市は、国、県その他の地方公共団体などと協力して子どもに関する施策を実施するとと

もに、保護者、育ち学ぶ施設関係者、市民、事業者がその役割を果たせるよう必要な支援

に努めます。 

第２章 子どもにとって大切な権利と普及 

（大切な権利） 

第４条 子どもは、子どもの権利条約などに定められている権利が保障されます。市などは、

子どもが成長していくため、特に次に掲げる権利を大切にしていきます。 

（１） かけがえのない自分が大切で尊い存在であることを実感でき、主体的に成長して

いくことができるよう支援されること。 

（２） 平和や安全が確保されるなかで、あらゆる差別や虐待、いじめなどを受けずに安

心して生きていくことができること。 

（３） 自分の考えや意見が受け止められ、年齢や成熟に応じて尊重され、自分らしく生

きていくことができること。 

（４） 遊びや学びや活動を通して仲間や人間関係づくりができ、また、適切な情報提供

などの支援を受けて社会に参加することができること。 

２ 子どもは、自分の権利が尊重されるのと同じように、他人の権利を尊重します。 

（子どもの権利の普及と学習への支援） 

第５条 市は、子どもの権利について、子どもにもわかりやすくその普及に努めます。 

２ 市は、育ち学ぶ施設や家庭、地域などにおいて、子どもが権利を学び、自分と他人の権

利を尊重し合うことができるよう必要な支援に努めます。 

３ 市は、育ち学ぶ施設関係者その他子どもにかかわる仕事や事業をするうえで関係のある

人に対して子どもの権利についての理解を深めることができるよう研修の機会の提供な

どに努めます。 

４ 市は、市民が子どもの権利について学び、理解することができるよう必要な支援に努め

ます。 

（子どもの権利の日） 

第６条 市は、子どもの権利について、子どもをはじめ市民の関心を高めるため、松本子ど

もの権利の日（以下「権利の日」といいます。）を設けます。 



 

２ 権利の日は、１１月２０日とします。 

３ 市は、権利の日にふさわしい事業を市民と連携し、協働して実施します。 

第３章 子どもの生活の場での権利の保障と子ども支援者の支援 

（子どもの安全と安心） 

第７条 子どもは、あらゆる差別や虐待、いじめなどを受けることなく、いのちが守られ、

平和で安全な環境のもとで、安心して生きる権利が尊重されます。 

２ 市などは、子どもの思いを受け止め、相談に応じ、これにこたえ、子どもが安心できる

生活環境を守るよう努めます。 

３ 市などは、連携し、協働して差別や虐待、いじめなどの早期発見、適切な救済、回復の

ための支援に努めます。 

（家庭における権利の保障と支援） 

第８条 保護者は、家庭において安心して子育てをし、子どもの権利を保障していくために

必要な支援を受けることができます。 

２ 市は、保護者がその役割を認識し、安心して子育てをすることができるよう必要な支援

に努めます。 

３ 育ち学ぶ施設関係者や市民は、保護者が家庭において安心して子育てができるようお互

いに連携し、協働して支援するよう努めます。 

（育ち学ぶ施設における権利の保障と支援） 

第９条 育ち学ぶ施設関係者は、育ち学ぶ施設において子どもの権利を保障していくために

必要な支援を受けることができます。 

２ 市、育ち学ぶ施設の管理者や設置者は、その役割を認識し、施設の職員が適切な子ども

支援ができるよう必要な支援に努めます。 

３ 育ち学ぶ施設の設置者や管理者は、保護者や市民に対して育ち学ぶ施設の運営などの情

報提供を行い、お互いに連携し、協働して施設を運営するよう努めます。 

（地域における権利の保障と支援） 

第１０条 市民は、地域において子どもの権利を保障していくために必要な支援を受けるこ

とができます。 

２ 市民、事業者、市は、その役割を認識し、地域において、子どもを見守り、子どもが安

全に安心して過ごすことができる地域づくりに努めます。 

３ 市は、市民が子どもの権利を保障するための活動に対して必要な支援に努めます。 

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進 



 

（意見表明や参加の促進） 

第１１条 市は、子どもが育ち学ぶ施設や社会の一員として自分の考えや意見を表明し、参

加する機会やしくみを設けるよう努めます。 

２ 市は、子どもが利用する施設の設置や運営さらには子どもにかかわることがらを検討す

るときなどは、子どもが考えや意見を自由に表明したり、参加したりすることができるよ

う必要な支援に努めます。 

３ 育ち学ぶ施設関係者や市民は、子どもが施設の運営又は地域での活動などについて考え

や意見を表明し、参加できるよう機会の提供に努めるとともに、子どもの視点を大切にし

た主体的な活動を支援します。 

４ 市などは、子どもの意見表明や参加を促進するため、子どもの考えや意見を尊重すると

ともに、子どもの主体的な活動を支援するよう努めます。 

（情報の提供） 

第１２条 市や育ち学ぶ施設関係者は、子どもの意見表明や参加の促進を図るため、市の子

ども施策や育ち学ぶ施設の取組みなどについて、子どもが理解を深められるよう子どもの

視点に立った分かりやすい情報の提供に努めます。 

（子どもの居場所） 

第１３条 市などは、子どもが安心して過ごし、遊び、学び、活動したり文化にふれたりし

ていくために必要な居場所づくりの推進に努めます。 

（環境の保護） 

第１４条 市などは、豊かで美しい自然が子どもの育ちを支えるために大切であることを認

識し、子どもと共にその環境を守り育てるよう努めます。 

２ 市などは、災害から子どもを守るために、日頃から防災や減災に努めるとともに、子ど

もが自分を守る力をつけることができるよう支援します。 

第５章 子どもの相談・救済 

（相談と救済） 

第１５条 子どもは、差別や虐待、いじめその他権利侵害を受けたとき、又は受けそうな状

況に置かれたとき、その子ども自身が必要としている相談や救済を受けることができます。 

２ 市は、子どもの権利の侵害に関する相談や救済について、関係機関等と相互に連携し、

協働するとともに、子どもとその権利の侵害の特性に配慮した対応に努めます。 

（子どもの権利擁護委員） 

第１６条 市は、子どもの権利侵害に対して、速やかで効果的な救済に取り組み、回復を支



 

援するために、松本市子どもの権利擁護委員（以下「擁護委員」といいます。）を置きま

す。 

２ 擁護委員の定数は、３人以内とします。 

３ 擁護委員は、子どもの権利に関し、理解や優れた見識がある人のなかから、市長が委嘱

します。 

４ 擁護委員の任期は、２年とします。ただし、補欠の擁護委員の任期は、前任者の残りの

期間とします。なお、再任を妨げるものではありません。 

５ 市は、擁護委員の職務を補佐するため、調査相談員を置きます。 

（擁護委員の職務） 

第１７条 擁護委員の職務は、次のとおりとします。 

（１） 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、その子どもの救済や回復のために、助

言や支援を行います。 

（２） 子どもの権利の侵害にかかわる救済の申立てを受け、又は必要があるときには自

らの判断で、子どもの救済や回復にむけて調査、調整、勧告・是正要請、意見表明を行

います。 

（３） 前号の勧告・是正要請や意見表明を受けてとられた措置の報告を求めます。 

（公表） 

第１８条 擁護委員は、必要と認めるときは、勧告・是正要請、意見表明、措置の報告を公

表することができます。 

２ 擁護委員は、毎年その活動状況などを市長に報告するとともに、広く市民にも公表しま

す。 

（尊重と連携） 

第１９条 市の機関は、擁護委員の独立性を尊重し、その活動を積極的に支援します。 

２ 保護者、育ち学ぶ施設関係者や市民は、擁護委員の活動に協力するよう努めます。 

３ 擁護委員は、子どもの権利侵害について、子どもの救済や回復のために関係機関や関係

者と連携し、協働します。 

（勧告などの尊重） 

第２０条 勧告・是正要請や意見表明を受けたものは、これを尊重し、必要な措置をとるよ

う努めます。 

第６章 子ども施策の推進と検証 

（施策の推進） 



 

第２１条 市は、子どもにやさしいまちづくりを推進するため、子どもの権利を尊重した施

策を推進します。 

２ 市は、施策を推進するために必要な行政体制を整備します。 

（推進計画） 

第２２条 市は、施策を推進するにあたり、子どもの状況を把握し、現状認識を共通にし、

市などが連携し、協働できるよう子どもに関する資料をまとめ、検証するとともに、子ど

もの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくりを総合的に、そして継続的に推進するた

め、子どもの権利に関する推進計画（以下「推進計画」といいます。）をつくります。 

２ 市は、推進計画をつくるときには、子どもをはじめ市民や、第２３条に定める松本市子

どもにやさしいまちづくり委員会の意見を聴きます。 

３ 市は、推進計画及びその進行状況について、広く市民に公表します。 

（子どもにやさしいまちづくり委員会） 

第２３条 市は、子どもにやさしいまちづくりを総合的に、そして継続的に推進するととも

に、この条例による施策の実施状況を検証するため、松本市子どもにやさしいまちづくり

委員会（以下「委員会」といいます。）を置きます。 

２ 委員会の委員は、１５人以内とします。 

３ 委員は、人権、健康、福祉、教育などの子どもの権利にかかわる分野において学識のあ

る者や市民のなかから市長が委嘱します。 

４ 委員の任期は、２年とします。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残りの期間とし

ます。なお、再任を妨げるものではありません。 

（委員会の職務） 

第２４条 委員会は、市長の諮問を受けて、又は委員会の判断で、次のことについて調査や

審議を行います。 

（１） 推進計画に関すること。 

（２） 子どもに関する施策の実施状況に関すること。 

（３） その他子どもにやさしいまちづくりの推進に関すること。 

２ 委員会は、調査や審議を行うにあたって、必要に応じて子どもをはじめ市民から意見を

求めることができます。 

（提言やその尊重） 

第２５条 委員会は、調査や審議の結果を市長その他執行機関に報告し、提言します。 

２ 市長その他執行機関は、委員会からの報告や提言を尊重し、必要な措置をとります。 



 

第７章 雑則 

（委任） 

第２６条 この条例で定めることがら以外で必要なことがらは、市長が別に定めます。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年４月１日から施行します。ただし、第５章の規定は、別に市長

が定めます。 

（平成２５年規則第２８号で平成２５年６月２４日から施行） 

（松本市特別職の職員等の給与並びに費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 松本市特別職の職員等の給与並びに費用弁償に関する条例（昭和２６年条例第８号）の

一部を次のように改正します。 

別表第２予防接種健康被害調査委員会委員の項の次に次のように加えます。 

子どもの権利擁護委員   １０，０００  

子どもにやさしいまちづくり委

員会委員 

  ７，１００ ５，０００ 

 

  



 

○松本市子どもの権利に関する条例施行規則 

平成２５年６月２３日 

規則第２９号 

改正 平成２７年３月３１日規則第７号 

平成３１年３月１８日規則第３０号 

平成３１年４月１７日規則第６１号 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規則は、松本市子どもの権利に関する条例（平成２５年条例第５号。以下「条

例」といいます。）の施行について必要な事項を定めることを目的とします。 

（定義） 

第２条 この規則で使用する用語は、条例で使用する用語の例によります。 

第３条 条例第２条第１項に規定するこれらの人と等しく権利を認めることがふさわしい

人とは、年齢が１８歳又は１９歳の人で、育ち学ぶ施設に通学し、通所し、又は入所して

いるものとします。 

第２章 松本市子どもの権利擁護委員 

（兼職などの禁止） 

第４条 条例第１６条第１項に規定する松本市子どもの権利擁護委員（以下「擁護委員」と

いいます。）は、衆議院議員若しくは参議院議員、地方公共団体の議会の議員若しくは長

又は政党その他の政治団体の役員と兼ねることができません。 

２ 擁護委員は、市と特別な利害関係にある法人その他の団体の役員と兼ねることができま

せん。 

３ 擁護委員は、前２項に定めるもののほか、擁護委員の仕事の公平な遂行に支障が生ずる

おそれがある職と兼ねることができません。 

（守秘義務など） 

第５条 擁護委員は、その仕事を行うに当たっては、次のことを守らなければなりません。 

（１） 仕事上知ることができた秘密を漏らさないこと。擁護委員の職を離れた後も、同

様とします。 

（２） 申立人などの人権について十分に気を配ること。 

（３） 取り扱う内容に応じ、関係機関などと協力して、その仕事を行うこと。 

（相談及び救済の申立て） 



 

第６条 何人も、擁護委員に対して、市内に住所を有し、在勤し、又は在学する子どもの権

利の侵害について、文書や口頭により、相談したり、救済の申立てをすることができます。 

２ 相談や救済の申立ての受付は、擁護委員又は調査相談員が行います。 

（救済の申立書など） 

第７条 救済の申立て（以下「申立て」といいます。）は、文書による場合は次のことを記

載した子どもの権利の侵害にかかわる救済を求める申立書（様式第１号）を提出すること

により、口頭による場合は次のことを述べることにより行うものとします。 

（１） 申立人の氏名、年齢、住所及び電話番号 

（２） 申立人が子どもである場合は、在学する学校、若しくは入所している施設又は勤

務先の名称及び所在地 

（３） 申立ての趣旨 

（４） 申立ての原因となる権利の侵害があった日 

（５） 権利の侵害の内容 

（６） 他の機関への相談などの状況 

２ 擁護委員又は調査相談員は、口頭による申立てがあったときは、前項のことを聴き取り、

子どもの権利の侵害にかかわる救済を求める口頭申立記録書（様式第２号）に記録しなけ

ればなりません。 

（調査） 

第８条 擁護委員は、申立てがあった場合は、その申立てについて審議や調査をすることが

できます。ただし、その申立てが次のいずれかに該当すると認められる場合は、この限り

ではありません。 

（１） 救済の申立ての内容がいつわりである場合 

（２） 擁護委員又は相談員の身分に関することである場合 

（３） その他審議や調査の実施が不適当と認める場合 

２ 擁護委員は、権利の侵害を受けた子ども又はその保護者以外の者から申立てがあった場

合において、条例第１７条第１項第２号の規定により調査するときは、その子ども又は保

護者の同意を得て調査しなければなりません。ただし、その子どもが置かれている状況な

どを考慮し、擁護委員がその必要がないと認めるときは、この限りではありません。 

３ 擁護委員は、第１項ただし書の規定により調査をしない場合は、理由を付して、申立人

に速やかに子どもの権利の侵害にかかわる救済を求める申立人への通知書（様式第３号）

により通知しなければなりません。 



 

（調査の中止など） 

第９条 擁護委員は、調査を開始した後においても、前条第１項各号のいずれかに該当する

こととなったときその他調査の必要がないと認めるときは、調査を一時中止したり、打ち

切ったりすることができます。 

２ 擁護委員は、調査を一時中止したり、打ち切ったりしたときは、理由を付して、申立人

や前条第２項の同意を得た者（以下「申立人など」といいます。）に速やかに子どもの権

利の侵害にかかわる救済を求める申立人への通知書（様式第４号）により通知しなければ

なりません。 

（市の機関に対する調査など） 

第１０条 擁護委員は、市の機関に対して調査を開始するときは、あらかじめその機関に市

の機関への通知書（様式第５号）により通知しなければなりません。 

２ 擁護委員は、調査のため必要があると認めるときは、子どもの権利の侵害に関する救済

を図るため必要な限度において、市の機関に資料の提出や説明を求めることができます。 

３ 擁護委員は、調査の結果必要があると認めるときは、子どもの権利の回復にむけての調

整（以下「調整」といいます。）をすることができます。 

４ 擁護委員は、調査や調整の結果について、申立人などに速やかに子どもの権利の侵害に

かかわる救済を求める申立人への通知書（様式第６号）により通知しなければなりません。 

（市の機関以外のものに対する調査など） 

第１１条 擁護委員は、調査のため必要があると認めるときは、子どもの権利の侵害に関す

る救済を図るため必要な限度において、市の機関以外のものに資料の提出や説明について

協力を求めることができます。 

２ 擁護委員は、調査の結果必要があると認めるときは、調整について市の機関以外のもの

に対し、協力を求めることができます。 

３ 擁護委員は、調査や調整の結果について、申立人などに速やかに子どもの権利の侵害に

かかわる救済を求める申立人への通知書（様式第７号）により通知しなければなりません。 

第３章 松本市子どもの権利相談室 

（相談室の設置など） 

第１２条 子どもの権利の擁護に必要な支援を行うため、松本市子どもの権利相談室（以下

「相談室」という。）を松本市大手３丁目１８番１３号に設置します。 

（相談室の利用日、利用時間など） 

第１３条 相談室の利用日及び利用時間は、次の表のとおりとします。 



 

利用日 利用時間 

月曜日、火曜日、水曜日、木曜日及び土曜日 午後１時から午後６時まで 

金曜日 午後１時から午後８時まで 

２ 相談室の休室日は、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に

規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までとします。 

３ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めたときは、この限りではありま

せん。 

（子どもの権利相談員） 

第１４条 相談室に条例第１６条第５項に規定する調査相談員（以下「相談員」といいます。）

を置きます。 

２ 相談員の身分は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条第３項第３号に規

定する非常勤の特別職とします。 

３ 相談員は、４人以内とし、市長が任用します。 

４ 相談員の任期は、１年以内とします。ただし、７回まで更新することができます。 

５ 前各号に定めるもののほか、第４条と第５条の規定は、相談員にも適用されます。 

第４章 松本市子どもにやさしいまちづくり委員会 

（会長及び副会長） 

第１５条 条例第２３条第１項に規定する松本市子どもにやさしいまちづくり委員会（以下

「委員会」といいます。）に会長と副会長各１人を置き、委員の互選により決めます。 

２ 会長は、委員会を代表し、会務を総理します。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その仕事を

行います。 

（会議） 

第１６条 委員会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となります。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができません。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決めます。 

（委員） 

第１７条 条例第２３条第３項の規定により市民のなかから委嘱される委員は、公募による

ものとします。 

（庶務） 

第１８条 委員会の庶務は、こども部こども育成課において処理します。 



 

第５章 雑則 

（委任） 

第１９条 この規則に定めるもののほか必要なことは、市長が別に定めます。 

附 則 

この規則は、平成２５年６月２４日から施行します。 

附 則（平成２７年３月３１日規則第７号） 

この規則は、平成２７年４月１日から施行します。 

附 則（平成３１年３月１８日規則第３０号） 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年４月１７日規則第６１号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の松本市子どもの権利に関する条例施行規則の規定による様式

は、当分の間、この規則による改正後の松本市子どもの権利に関する条例施行規則の規定

による様式とみなす。 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

様式第１号（第７条関係） 

様式第２号（第７条関係） 

様式第３号（第８条関係） 

様式第４号（第９条関係） 

様式第５号（第１０条関係） 

様式第６号（第１０条関係） 

様式第７号（第１１条関係） 

 

  



 

 平成３０年度 子どもの権利擁護委員・調査相談員 名簿 

 

 

 

 事 務 局  

松本市こども部こども育成課 こども政策担当 

〒390-8620 松本市丸の内 3番 7号 松本市役所東庁舎別棟１階 

電話：0263-34-3291 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職  名 氏 名 期間 職業等 

子どもの権利 

擁護委員 

北川 和彦 平成 25年 7 月 17 日～ 弁護士 

平林 優子 平成 27年 7 月 17 日～ 大学教授 

石曽根 正勇 平成 29年 4 月 1日～ 教育関係者 

室長 

調査相談員 
塚原 文子 平成 27年 4 月 1日～  

調査相談員 

濱田 まなみ 平成 28年 4 月 1日～  

髙橋 章子 平成 30年 4 月 1日～  

大蔦 富久 平成 30年 6 月 1日～  



 

 

  

松本市子どもの権利擁護委員 松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」 

活動報告書 201８ 

令和元年９月 発行 
 

発行：松本市子どもの権利擁護委員 

松本市子どもの権利相談室「こころの鈴」 

〒390-0874 松本市大手 3-8-13 

松本市役所大手事務所 2 階 

電 話：0263-36-2505 

ＦＡＸ：0263-34-3183 

メール：kodomo-s@city.matsumoto.lg.jp 

相談用電話：0120-200-195 

 

市役所 
松本城 

 
大手事務所２階 

こころの鈴 



 

 


